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１　法人の概要

(1) 名称
地方独立行政法人岡山県精神科医療センター

(2) 所在地
岡山市北区鹿田本町３番１６号

(3) 法人設立の年月日
平成１９年４月１日

(4) 設立団体
岡山県

(5) 中期計画の期間
平成２４年４月１日から平成２９年３月３１日

(6) 目的及び業務
ア 目的
精神障害者の医療，保護及び発生の予防並びにこれらに必要な研究を行うことを目的とする。
イ 業務
(ｱ)　精神科及び神経科に関する医療を提供すること。
(ｲ)　精神科及び神経科に関する医療の調査及び研究を行うこと。
(ｳ)　精神科及び神経科に関する医療技術者の研修を行うこと。
(ｴ)　前３号に掲げる業務に附帯する業務を行うこと。

(7) 資本金の額
１２億２３３万６８８３円

(8) 代表者の役職氏名
理事長　中島　豊爾

(9) 役員及び職員の数
ア 役員
    理事長（名誉院長） １人
　　副理事長（院長） １人
　　常務理事（事務局長） １人
　　理事 ４人
　　監事 ２人
　　役員 計 ９人

イ 職員 ３１７人　(年度末時点)

－１－



（１０）　組織図

－２－



ア　外来

(本院)専門外来患者以外の患者の治療 月 ～ 金（8:30～16:30）
(東古松サンクト診療所) 月 ～ 土（8:30～17:00）

専門外来 アルコール・ギャンブル等依存症患者の治療 月、木（8:30～16:30）
児童思春期患者の治療 月 ～ 金（8:30～16:30）
大人の発達障害患者の治療 月（12:30～16:30）
てんかん患者の治療 水（9:30～13:00）

勤労者外来 勤労者を対象とした夜間外来
救急外来 救急患者を対象とした治療・相談 休日及び夜間
※心神喪失者等医療観察法の指定通院医療機関に指定（H17.7.15）

イ　入院
許可病床数　２５２床

形態
総合治療入院棟 閉鎖 重度・複雑困難・慢性期的な精神疾患患者

閉鎖 うつ病、神経症等の精神疾患患者
救急急性期入院棟 閉鎖 急性期の集中的治療を要する精神疾患患者
依存症入院棟 閉鎖 アルコール、薬物等依存症患者
児童思春期入院棟 閉鎖 児童・思春期の精神疾患患者
司法精神入院棟 閉鎖 心神喪失者等医療観察法の対象患者

※心神喪失者等医療観察法の指定入院医療機関に指定（H19.10.1）

ウ　リハビリテーション等

作業療法

デイケア

相談

訪問活動

－３－

（11）法人が設置運営する病院の概要

機　能

入院患者及び外来患者を対象に、精神科作業療法施設（アクティセンター）において、「生活に
視点を置き」、「健康な部分に目を向けた」治療・指導・支援を実施

機　能

常勤職員が患者・家族からの福祉相談、医療相談、生活相談や、各関係機関等からの窓口とし
ての役割

(本院・東古松サンクト診療所)　入院患者、外来患者を対象に、家庭、施設、職場等を訪問し、家
族の調整や退院前の準備、生活ケア等を実施

(本院)　急性期の患者を対象とした再発・入院の防止、生活技術の学習等の提供(１日定員５０名)

(東古松サンクト診療所)　慢性期の外来患者を対象とした地域生活支援、就労支援等の提供
　　　　　　　　　　　　　　 　(１日定員５０名)

内　　　　容

内　　　　容 診療日（受付時間）

火（17:00～19:00）

３６

５３
４２

入　院　棟 対　象　者　等

一般外来

２５２計

病床数
５５

４８
１８



- 4 - 

 

２ 平成２８年度に係る業務の実績に関する自己評価結果 

 

（１）   総合的な状況 

      年度計画を順調に達成した。 

 

（２）   評価概要 

 ア    全体的な状況 

        入院治療中心の精神科医療から地域生活中心の精神科医療への取り組みを一層強化するため、精神障害者がいつでも安心して相談で

き、適切な医療を受けることが可能な精神科救急医療体制を整備し、入院しても早期に退院できるよう病床機能の強化に取り組んでい

る。 

さらに、施設基準以上の手厚い人員配置を行うとともに個人の病態に応じた効果的なリハビリテーションを提供するなど重点的に早

期地域移行、早期社会復帰に取り組みを行い医療の質の向上に努めた結果、全国の精神科病院と比べ極めて短い平均在院日数を維持し

ている。 

また、地域生活を支えるため訪問看護等の医療サービスを充実するとともに退院後の生活が安定して維持･継続できるように本人の

意向に応じて住まいや就労斡旋など福祉相談サービスも充実させた。 

平成２８年度においては、第２期中期計画の最終年度として、厳しい病院経営の中で黒字決算を達成し、健全経営が続いていること

から、全大項目中「第５ 財務内容の改善に関する事項」は評価４(中期計画の進捗は順調)とし、他は全て、評価５(中期計画の進捗は

優れて順調)が妥当であると判断した。 

 

〇病床利用率：９３．８％  平均在院日数：５４．１日 

       〇採用実績：医師９名、看護師２１名、精神保健福祉士１名等 

〇経常収支比率：１０１．８％  医業収支比率（医業収益／医業費用）：９０．８％ 

      〇人件費比率：７７．７％ 
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 イ 

  （ア）第３ 県民に提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項 (評点 ⑤ 最小項目平均評点 ３．４) 

      １ 精神科医療の中核病院としての役割の発揮  (評点 ⑤ 最小項目平均評点 ３．５） 

        〇多くのモデル事業を受託し、各事業の目的の達成に向けて広く、積極的な活動を行った。 

         「難治性精神疾患地域連携体制整備事業」 「依存症治療拠点機関設置運営事業」 

         「子どもの心の診療ネットワーク事業」  「重度精神疾患標準的治療法確立事業」 

 

〇県民がいつでも緊急診察が受けられるよう、常に複数の医師を配置し、休日夜間に関わらず “決して断らない病院”として精神科

救急医療の強化に取り組んだ。 

 

        〇熊本震災の際には、日頃の訓練を活かし、ＤＰＡＴ先遣隊を震災翌日早朝に派遣。その後も複数隊を派遣し、ＤＰＡＴの現地活動

に貢献した。また、甚大な被害を受けた熊本県益城町の益城病院に対し、岡山県精神科医会と協力して、医師、看護師を含む 6 職

種、43 名を延べ 286 日に渡り派遣。復興に協力した。 

 

 

  （イ） ２ 患者や家族の視点に立った医療の提供 (評点 ⑤ 最小項目平均評点 ３．３) 

        〇新患診察当番医を昨年までの 2 名体制から 3 名体制に増員し、増加する外来患者に対しての待ち時間を抑えながら、初診患者が即

日診療できる体制を維持した。 

 

        〇他医療機関のマップ情報や医療資源の情報を収集・データ化し、患者や家族への説明時に用いることで、通院しやすい環境を整え

る事が出来るように努めた。 
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（ウ） ３ 医療の質及び安全の確保  (評点 ⑤ 最小項目平均評点 ３．２) 

        〇医療の質を高め、患者の「安心・安全」を担保できるよう、医師、看護職を中心とした採用を積極的に進めた。また、育児に関す

る諸制度や福利厚生も含めた支援を職員に周知し、出産後も安心して職場復帰できる環境作りに努めた。 

   

        〇常に新しい知識、技術を取り入れ、より専門性の高い病院機能を保持するために国内外に職員を留学生、研修生として派遣し、そ

の成果を院内にフィードバックした。 

 

（エ） ４ 患者の自立と社会参加へ向けての取組の強化  (評点 ⑤ 最小項目平均評点 ３．６) 

        〇入院医療から地域移行・地域定着に向けて個々のニーズに応じた切れ目のないリハビリテーション、デイケアプログラムを効果的

に提供することで患者の自立を助け、本院デイケア、東古松サンクト診療所デイケアから多くの就労移行を行った。 

 

        〇身体・精神合併症患者への適切な治療提供を行うために、県内で救急医療を担っている総合病院の地域連携室との連携を深めた。 

         また、地域の診療所との病診連携も重視し、顔の見える関係を目指して、意見要望を伺うための懇話会を初めて開催した。 

        

        〇退院後の地域生活を支援するため、非常に重要となる訪問看護機能を強化し、休日の訪問支援、夜間電話への対応が可能となるよ

う体制を整備した。 

 

 

  （オ）第４ 業務運営の改善及び効率化に関する事項 (評点 ⑤ 最小項目平均評点 ３．３) 

〇患者の状態に応じた適切な病床運営と多床室のプライバシー対策強化等の環境改善により、第 2 期中期計画中、もっとも高い病床

利用率９３．８％を達成した。 

 

        〇「全国地方独立行政法人病院協議会」の事務局として、全国の地方独立行政法人病院の医師・看護師の配置状況と経営指数との関

連性を調査・分析し経営状況の傾向と問題を発表するとともに経営形態を見直す予定の自治体向けに独法化への働きかけを行った。 
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（カ）第５ 財務内容の改善に関する事項 (評点 ④  最小項目平均評点 ３．０) 

        〇財務面では、平成２１年度以降運営費負担金の１０％カットが継続される中で、収益面では、効率的な病床管理による病床利用率

の確保、未収金対策などの収入確保に努めた。しかしながら費用面については、前年度と比べ給与費が人事委員会勧告に準拠した

給与制度の改定や年金一元化による法定福利費用の増等により，黒字決算ではあるが経常収支比率は前年度より大きく下回った。 

 

  （キ）第６ その他業務運営に関する重要事項 (評点 ⑤  最小項目平均評点 ３．５) 

        〇育児・介護休業が取得しやすい環境づくり、職場復帰後も家庭と仕事が両立できる体制づくりを意識した制度運営を行った。また、

保育所の設置についても職員労働組合と協力して全職員を対象としたアンケート調査を行い、他の支援策も含めて協議を行った。 

 

        〇優れた専門職を確保するため、オープンホスピタル及びインターシップ等の活動を継続して行った。2 年目となったオープンホス

ピタルに関しては、職種ごとに、より深く業務を知る事が出来るよう工夫をし、多くの人材採用に繋げた。 

 

（３）  対処すべき課題 

        ○入院医療の急性期化、地域生活支援体制の強化など山積する課題に対処するとともに多様化・増加する精神科救急医療に２４時間・

３６５日対応するなど県民の精神科医療への期待に応える体制を構築する必要がある。このため、引き続き、第７・８次岡山県保

健医療計画及び岡山県地域医療構想の実現、第３期中期目標の達成に向けて精神科中核病院としての役割を検討することが喫緊の

課題である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   地方独立行政法人岡山県精神科医療センター 平成28年度計画実績（案） 
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第３ 県民に提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項 
  １ 精神科医療の中核病院としての役割の発揮 
 

 

 

 

 

 

中 

 

期 

 

目 

 

標 

 

 

 

 

① 政策的医療の推進 

   精神科医療の中核病院として、良質で高度な精神科医療を提供し、精神科救急医療や、心神喪失者等医療観察法への対応などの政策的医療の推進に 

努めること。 

② 児童・思春期精神科医療の充実 

   精神科医療領域に属する疾患を有する児童の増加に対処するため、受診しやすい専門外来の環境整備を行い、また、併せて児童虐待、発達障害に関 

する臨床研究や、虐待側（親等）のメンタルヘルス問題への対応も行う総合的支援システムの構築に着手すること。  

③ 精神科医療水準の向上 

   精神科医療従事者研修、医療・研究機関と連携した調査・研究、関係機関への助言等を率先して行うとともに、精神科臨床研修を通じ、精神科医療 

水準の向上を図ること。 

④ 精神科医療及び精神保健福祉に関する知識の普及 

   地域に開かれた病院として、精神科医療に関する知識の普及を通じ、精神障害のある人への正しい理解のための普及啓発に取り組み、共生社会の実 

現に向けて寄与すること。 

⑤ 災害対策  

    災害など重大な危害が発生した場合には、県が実施する災害対策に協力し、必要な精神科医療を提供するとともに、病院資産の損害を最小限にとど 

め、持続的な医療の提供を可能とするための危機管理体制を整備すること。 

 

連番 中 期 計 画 平成28年度計画 実 績 自己評価 

１ 

 
(1)政策的医療の推進 
 ①良質で高度な医療の提供 
 
 ・精神科医療の中核病院として、高

度な判断を要する患者並びに対応
困難な患者に対して早期寛解、早
期社会復帰を実現するためにチー
ム医療の充実を図り良質で高度な
医療の提供を行う。 
また、専門医、認定看護師等、高
度で専門的な有資格者の確保に努
める。 

 

 
〇365日24時間断らない精神科救急を提供することによって、適 
時的確な医療を行う。また、入院早期より多職種チーム医療 
で地域生活を念頭においた退院支援に重点をおく。 
目標：平均在院日数55日以下（司法精神入院棟を除く） 

 
・当センターにおいて救急算定の取れないような重度かつ慢性患
者（3か月以上）を集中的に受け入れ、早期より多職種チーム医
療を行い病院全体の退院促進を推進する。 

 
・岡山県を中心とする近隣医療圏における治療困難ケースを受け
入れ、地域の拠点病院としての役割を果たす（クロザピン、電
気けいれん療法等）。 
目標：1年未満入院者平均退院率95% 
【岡山県目標：1年未満入院者平均退院率80%(第7次岡山県保健医療計画素案)】 

5年未満入院者平均退院率99% 
 

 
〇退院支援を積極的に行い、退院後の速やかな
地域移行、社会復帰を促進した。 
平均在院日数 54.1日 

 
 
〇生活者である患者のストレングスを大切に、
退院支援を行った。Ｈ28年度救急入院棟から
の転棟58名。内、年度内の退院33名。(西２
入院棟) 
Ｈ28年度救急入院棟からの転棟63名。内、年
度内の退院57名（西4入院棟） 

 
〇入院者平均退院率 
１年未満 98.8％ 
５年未満 99.9％ 

 

４ 
（４） 
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連番 中 期 計 画 平成28年度計画 実 績 自己評価 

  

 
〇国のモデル事業の一般化への取組 
【１】「難治性精神疾患地域連携体制整備事業」の継続 
・クロザピン血中濃度測定技術を確立するため、他科とのネット
ワーク会議を開催し、連携体制の強化を図る。 
目標：県内のクロザピン治療の現状把握のためのアンケート調

査の実施 
医療従事者向け講演会、研修会の開催 

    ホームページ等による情報発信ツールの充実 
    CPMS登録通院医療機関の設置支援 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【２】「依存症治療拠点機関設置運営事業」の継続 
・依存症に関する専門的な相談支援や関係機関（医療機関、自治
体、自助団体等）患者家族との連携を強化する。 
目標：依存症に携わる専門職の育成研修会の開催 年3回以上 

県民に対する依存症の普及活動研修会の開催  年1回以上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・薬物使用者等の刑の一部の執行猶予制度との連携を強化するこ
とで社会復帰促進や再発防止について検証する。 

 
 

 
〇多くのモデル事業を受託し、各事業の目的の
実現に向けて、広く積極的な活動を行った。 
 
【１】難治性精神疾患地域連携体制整備事業 
・アンケートを実施し現状把握と、今後の対
策について協議した。 

・クロザピン及び電気けいれん療法に関する
研究会を2回主催した。 

 ・ホームページ上で、全国の医療機関向けに
有効性に関するデータや副作用のマネジメ
ント方法、クリニカルパス、患者説明用資
料などがダウンロードできる他、実際の患
者の紹介手順についても明確化して紹介し
ている。さらに、患者やその家族向けのペ
ージを併設した。 

 ・CPMSの新規施設登録を目指す3つの精神科
病院が連携会議に参画し、クロザピンやmE
CTを含む難治性患者の地域連携体制につい
て具体的な協議を行った。 

 
【２】依存症治療拠点機関設置運営事業 
・各機関の実務者を集めたコーディネーター
部会を設立し、コーディネーターが集まっ
て会議を開催し、メーリングリストでも密
に情報交換を行い岡山における依存症医療
の底上げに貢献した。 

・2016年度研修会開催 
7月 依存症研修会 
10月 マインドフルネス研修会 
2月 動機づけ面接研修会 

・アルコール関連問題啓発フォーラムほか講
師の派遣 

・依存症に携わる専門職の育成研修会   
  ３回 のべ２９０名参加 

県民に対する依存症の普及活動研修会  
５回 のべ１６９名参加 

 
・薬物事犯引受人会講師派遣 ３回 
連絡協議会等出席     ２回 
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【３】「子どもの心の診療ネットワーク事業」の継続 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【４】「重度精神疾患標準的治療法確立事業」の実施 
・医療情報を収集分析し情報提供を行うことで、医療の質の向上
に寄与する。 

 
 

 
【３】子どもの心の診療ネットワーク事業 
・岡山県精神科医療センターを拠点病院とし
て、児童精神科診療所（２ヶ所）、児童相
談所（岡山市こども総合相談所）をコア連
携施設として定め、発達障害、児童虐待等
の支援体制整備を進めた。 

・岡山県ではライフステージの個別の課題を
予測しながら支援する体制が構築されてき
た基盤があり、これらの強みを基礎におい
て、拠点機関ネットワークの強化、発達障
害等の診療・支援に従事する専門職の人材
育成に取り組んだ。 

 
【４】重度精神疾患標準的治療法確立事業 
 ・あらかじめ定めた医療情報を、全ての医療

観察法指定入院施設からデータシステムサ
ーバに集め、質の向上につなげる事業にコ
ア施設として参加、推進した。 

 

2 

 
・治療ガイドライン、クリティカル
パス、治療プログラム等を活用し
治療の標準化に努める。 

 
・疾病毎の治療プログラムを確立する。 
〇ギャンブル依存症患者対象 
〇初回エピソード精神病患者対象 
〇児童思春期の患者対象 
〇急性期の患者対象 
〇双極性感情障害の患者対象 

 
 

 
〇ギャンブル依存症患者対象 
ギャンブル存症対象治療プログラムを開発。
延べ37名に実施した。 
AMED助成研究に参加し、標準治療プログラム
の研究にも貢献した。 

 
〇初回エピソード精神病患者対象 
初回エピソード統合失調症患者の家族対象の
プログラムF-SPEAKを2クール実践した。 
 

〇児童思春期の患者対象 
児童思春期患者対象のデイケアプログラムを
実践し、延べ455名が利用し、ケアの質を向
上させた。 

 
〇急性期の患者対象 
急性期の患者に対する自殺、暴力のリスクを
評価し安全に治療を導入できる工夫を行った 
 

〇双極性感情障害の患者対象 
双極性感情障害の患者に対する心理教育「CO
MPASS」を作成し導入した。 

４ 
（４） 
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連番 中 期 計 画 平成28年度計画 実 績 自己評価 

3 

 
 ・精神疾患に対する予防の視点を重

視し、早期において密度の濃い医
療の提供に努め、その 
成果を情報発信する。 

 
〇初回エピソード精神病患者を対象とした慢性化を防止する取組 
・ケースマネージャーを中心とした包括的支援(伴走型個別支援、
就労復学支援、家族支援)を提供することで社会復帰を目指し、
慢性化を防止する。 

 
・ケースマネージャー養成のため、定期的にケースマネージャー
会議等を行い、支援の質を高める。 

 
 
 
 
 
〇アルコール依存症の予防及び早期介入のための取組 
・行政と共同で、アルコール依存症の予防やアルコール関連問題
の早期介入に関する講義や講演会を開催する。 

 

 
〇1年を通じて34事例に支援導入を行い、29事
例（86％）は地域生活を継続できた。 

 
 
 
〇34事例中4割強の方が復学・就労（福祉就労
含む）や育児など社会的役割を得ている。 
初回エピソード精神病患者の支援を検討する
会議を定期的に実施（1回／2週）。 
担当医師と協力して勉強会や事例検討をそれ
ぞれ企画・実施した。 

 
〇依存症治療支援の普及啓発、依存症治療支援
ネットワークの構築を目的に、岡山県内の各
保健所、支援機関などと連携して地域住民向
けに出張講座を５件実施した。 

・WHO世界戦略を踏まえたアルコールの有害使
用対策に関する総合的研究の一環として、飲
酒チェックツールSNAPPY-CATを作成し、県民
に広く広報を行った。 

４ 
（４） 

4 

 
②精神科救急医療の充実 
 

 ・岡山県精神科救急医療システム整
備事業の下に民間病院では対応困
難な患者に対して24時間365日受
入れる体制を整備し、決して断ら 
ない病院を目指し精神科医療の中
核としての 
役割を果たす。 

 
・地域医療機関と密接に連携しながら、引き続き安定した救急医

療体制を提供し、「断らない救急」を実践する。 
 

 
〇地域の精神科中核病院としての役割を果たす
べく、複数医師による救急受入体制を敷き、
急患に対応できるよう整備を行った。 

 
【参考】 
救急受診患者数(延べ)        1,785人 
うち入院患者数(延べ)         408人 
救急情報センター対応（延べ）   3,517件 

 
 
 

４ 
（４） 

5 

 
 ・多様化する精神科救急医療ニーズ

に対応するため最先端医療機器・
高度先進医療技術の導入を図り、
病院機能を高度化する。 

 

 
・多様化する身体合併症事例にも安全に対処できるよう、最新ま
たは特に有用な医学検査についての情報を院内で共有し、周知
啓発を促進する。 

 
・液体クロマトグラフィーを用いてクロザピン血中濃度を測定し
その結果を治療抵抗性（慢性）の統合失調症患者へのクロザピ
ン治療の臨床にフィードバックする。 
目標：年60例以上 

 
〇新たな検査法の導入など、年3回の情報掲載
を行った。 

 
 
〇院内でのクロザピン血中濃度測定体制を整え
測定データを臨床にフィードバックした。 
測定件数：120件 

 

４ 
（４） 
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連番 中 期 計 画 平成28年度計画 実 績 自己評価 

6 

 
 ③心神喪失者等医療観察法に関する

医療の充実 
 
 ・入院処遇対象者に対して病状の改

善及び再発防止を図り、早期社会
復帰を目指してチーム医療を充実
するとともに様々な社会資源の効 
果的な活用を行う。 

 

 
〇早期社会復帰に向けた医療の提供 
・治療抵抗性（慢性）の統合失調症患者に対して、薬物療法の早
期見極めを行い、クロザピンの積極的な使用を行う。 
目標：司法精神入院棟患者の35%に使用 
【平成27年10月時点全国医療観察法入院対象者のクロザピン導入割合25% 

（平成27年度障害者対策総合研究開発事業より）】 

 
・社会復帰を阻害する様々な要因を解消するため、入院初期から
ケア会議や地元に出向き、家族や関係機関等との協議を行いな
がら個別の復帰プログラムを策定し社会支援体制を確立する。 

 
・医療観察法クリティカルパスを作成し、治療過程に沿った医療
を提供する。 

 
・生活訓練棟の活用、外出泊の反復訓練、居住地での地域資源の
利用を促進する。 

 

 
 
〇患者、家族への丁寧なインフォームド・コン
セントの上、積極的な利用を進めた。 
クロザピン使用率 ⇒57％(3月31日時点） 

 
 
 
〇ケア会議件数 
 ⇒県内ケース35件 
  県外ケース50件 
 
〇クリティカルパス 
 ⇒オーバービュー完成 
 
〇生活訓練等の活用 
 ⇒13件 
〇外出泊の件数 
 ⇒外出 271件 
  外泊 29件 
 

４ 
（４） 

 7 

 
 ・通院処遇対象者についても入院処

遇時と同様にチーム医療で対応し
治療の継続と地域での生活支援を
行う。 

 
〇患者の社会復帰と再発防止 
・地域における治療継続と生活維持を外来・デイケア・訪問看護
と適時入院MDTチームが重なり合いながら支援することで社会復
帰及び再発防止に努める。 

 
・患者家族や県内の6指定通院医療機関をはじめ保護観察所、行政
機関と定期的なケア会議を開催する。 
目標:『指定通院医療機関医療従事者実地研修会』の開催年1回 
 

 
〇日常的な連絡や訪問同行等行い、月1回の治
療評価会議やケア会議で情報共有を密にし、
支援している。 
ケア会議件数 28件 

 
・「指定通院医療機関従事者実地研修会」をH2
8.11.29～30に開催。参加者16名 

 
 

４ 
（４） 

8 

 
(2)児童・思春期精神科医療の充実 
 
 ①児童・思春期専門外来の環境整備 
・児童・思春期専門外来を既存施設
外に独立させ、利用者の利便性を
高めるとともにアメニティを充実
させ、受診しやすい環境を整備す
る。 

 
 

 
・受診しやすい児童・思春期外来・デイケアの環境整備を図るた
め、今年度取得する見込みの土地・建物と既存施設を併せた全
体の利用方針を決定する。 

 

 
〇事業用地を取得した。 
児童・思春期外来を含めた新たな事業展開に
ついては、今後の精神科医療のニーズを視野
に、病院施設全体の中で検討を行った。 

 
３ 

（３） 
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連番 中 期 計 画 平成28年度計画 実 績 自己評価 

9 

 
 ・児童・思春期デイケアを設置し、

発達障害圏の児童等の支援を  
行う。 

 

 
〇児童・思春期ショートケアの実施 
・当センター通院中の小学校高学年から中学校年代を対象に、集
団活動を通じて個々の発達課題の習得に向けた支援を行う。 
目標：児童・思春期ショートケアの実施 年200人(延べ) 
 

 
〇児童・思春期ショーケアを実施し、発達障害
圏の児童等の支援を行った。 

 455人（延べ） 
 
 
 
 
 

４ 
（３） 

10 

 
 ②臨床研究の充実 
 
 ・臨床研究部門の設置並びに専門職

を配置し、広汎性発達障害児等児
童・思春期に特有な精神疾患治療
に関する調査研究を行う。 

 

 
・児童思春期チームと依存症チームが協働し、「精神科受診を要
する神経発達障害とインターネット依存症の関係についての臨
床研究」を実施する。 

 

 
〇児童思春期チームと依存症チームの研究成果
について、医学誌「Journal of Autism and 
Developmental Disorders」に「自閉症スペ
クトラム障害および/または注意欠陥過敏性
習慣障害を伴う日本の青年期の精神医学的サ
ンプルにおけるインターネット中毒の有病率
：横断研究（訳）」のタイトルで投稿し、受
理された。 

 

３ 
（３） 

11 

 
 ・他の医療機関、児童福祉機関等に

対して、情報発信、研修会開催等
に努め連携強化を図る。 

 

 
〇「子どもの心の診療ネットワーク事業」の継続 
・様々な子どもの心の問題、児童虐待や発達障害に対応するため
県内の関係機関相互の連携と専門職の育成を図り、県内の支援
体制を強化する。 
目標：児童相談所、児童自立施設、教育センター、家庭裁判所

等の関係機関への医師の派遣 10か所以上 
医療･保健･福祉･教育関係者を対象とした研修会の開催 
年3回以上 
医療関係者の研修受け入れ 年10名以上 

 

 
○子どもの心の診療ネットワーク事業として医
療・福祉・教育関係者対象に研修会を開催し
た。 
・子どもの発達と発達障害に関する研修会 
岡山市保健師保育士研修会（年3回） 
岡山県保健師研修会（年1回） 

 
・医師・保健師・コメディカルを対象とした
講演会（年3回） 

 
・他の機関主催の研修会等への講師派遣等 
岡山県かかりつけ医等発達障害対応力向上
研修会（年3回） 

 
・真庭保健所心の健康づくり県民講座 

 
児童養護施設等対応機能強化事業 事例検
討会（年2回）など 

 
・医療関係者の研修受け入れ 42名 

 
 

４ 
（４） 
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12 

 
 ③総合支援システムの構築 
 
 ・虐待側（親等）のメンタルヘルス
  に対応するため、児童相談所や市
  町村、保健所、教育機関、医療機
  関との連携を取りながら診療実現
  に努め、家族修復に向けた総合的
  な支援を行う。 

 
〇児童相談所や市町村、保健所、教育機関、医療機関等との総合
的な支援ネットワークの構築強化 

・岡山県子ども未来課による「児童養護施設における事例検討会
事業」、「子育て家庭サポート強化事業」、「児童相談所スー
パーバイズ事業」等に参画し、子どもを守るネットワークの構
築強化を図る。 

 
・弁護士等からの事例相談を通じて、刑事関連の問題を有する親
や虐待事例への総合支援体制を整備する。 

 
 
 
 
・文部科学省からの委託を受け、岡山県教育委員会と協同で「学
校における現代的な課題解決支援事業」に参画しネット依存に
ついての調査に協力する。 

 
 
 
・岡山県子ども未来課による「児童虐待通告背景分析事業」に参
画し、虐待背景についての調査に協力する。 

 

 

 
〇患者家族修復を含めた総合的な支援 
・入院患児に限らず、外来通院中のネット依存症患児に対する治
療プログラムの開発やその家族に対する家族教室を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〇児童養護施設における事例検討会事業への 
参画 2回 
・子育て家庭サポート強化事業への参画  

10回(吉備中央町・新見市) 
上記の会等に参画し、子どもを取り巻く支
援ネットワークの強化を図った。 

 

・虐待が疑われる子どもやその親に対する診
療の実現と家族関係の修復に向け、福祉・
教育・保健・司法等、子どもにかかわる機
関と連携し子どもやその親、家庭環境など
のアセスメント、連携を継続して行った。 

 

・岡山県教育庁義務教育課と連携し、スマー
トフォン等の利用に関する実態調査に協力
した。また、その分析のためにネット依存
研究委員会に参画した。 

 
 

・児童虐待通告分析事業に委員として参画、
虐待が疑われる児童の通告に関する背景に
ついての調査・分析に協力した。 

 

 

〇ネット依存症が疑われる患児に対して、1週
間の入院治療・心理教育プログラムの開発と
導入 5名 
外来でのアセスメント、心理教育プログラム
の開発と導入 5名 
その家族に対して 
ネット依存家族教室の開発と運営 2クール

 のべ64名をそれぞれ実施した。 

３ 
（３） 
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13 

 
(3)精神科医療水準の向上 
 
 ①精神科医療従事者への研修 
 ・県内の精神科医療従事者及び関係

機関職員の資質向上を目指し、研
修生・実習生の受入れ、研修会の
開催を実施する。 

 
 
 
 
 

 
・県内外の精神科医療水準の向上のため、精神科医療従事者や養
成学校から学生等の見学や実習の受入れに100％対応する。 

 
目標 
初期臨床研修医     35名 
後期臨床研修医      6名 
医学部学生         12名 
薬学実務実習生        5名 
看護実習生         300名 
看護師実務研修生             5名 
訪問看護師養成講習会実習生 10名 
作業療法士実習生           25名 
精神保健福祉士実習生        8名 
心理技術者実習生         10名 
アルコール依存症研修生    5名 

 

 
〇今年度も多くの実習を受け入れ、精神科医療
水準の向上に貢献した。 
 
 
初期臨床研修医         47名 
後期臨床研修医         6名 
医学部学生          12名 
薬学実務実習生         8名 
看護実習生           337名 
看護師実務研修生        15名 
訪問看護養成講習会実習生    11名 
作業療法士実習生        31名 
精神保健福祉士実習生      11名 
心理技術者実習生        9名 
アルコール依存症研修生    10名 
 

４ 
（４） 

14 

 
 ②調査・研究及び関係機関との連携 
 
 ・大学や他の医療機関等との連携を

深めるため、臨床研究部門を設置
して調査・研究を行い、学会等に
成果を公表することにより精神科
医療水準の向上を図る。 

 

 
・研究機関登録に向けて、発表された論文等をアーカイブし、業
績管理を行う。  
目標： 論文発表     年10件以上 

全国学会等発表 年30回以上 
 

 
〇臨床研究に力を入れ、成果を論文や学会にて
発表することにより精神科医療水準の向上に
努めた。 
 

・論文発表17件 
・全国学会等発表36件 

３ 
（３） 

15 

 
 ③海外の医療機関・研究機関との技

術交流 
 
 ・先進医療を習得するため職員を海

外に派遣し、調査研究等を行い医
療水準の向上に努める。また、精
神科医療が発展途上にある国から
の研修生の受入れ等を積極的に行
い、諸外国の医療水準向上に寄与
するよう努める。 

 
 
 
 
 

 
目標：医療先進国への職員派遣 年4名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
〇職員の海外派遣 5名 
 （イギリス、オーストラリア、アメリカ、カ

ンボジア、フィリピン） 

３ 
（３） 
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16 

 
 ④治験の実施 
 
  ・治験への参加は、精神科医療向上

のため必要であり、被治験者への
理解を得られるよう充分な配慮を
行い可能な限り実施する。 

 
・目標:治験薬の実施 新規1件以上 
           継続3件 
 

・臨床研究等・治験に携わる人が臨床研究に関する倫理、その他
必要な知識についての教育を受けられるよう講習会を開催  
する。 
目標：研究倫理講習会の開催 年2回 

 
・新たに市場に出た薬剤についても、継続的に効き目や副作用に
関する情報を検証し、評価・分析に積極的に協力する。 
目標：市販後調査の実施 新規2件 

 

 
〇治験：0件、継続3件 
 
 
〇研究倫理講習会の開催 
 年2回（9月、2月） 
 
 
 
〇エビリファイ®LAI、シクレスト®、フィコン
パ®の新規市販後調査を実施した。 
市販後調査：3件 

 

３ 
（３） 

17 

 
(4)精神科医療及び精神保健福祉に関
する知識の普及 

 
①普及活動 

 
 ・地域、事業所並びに医療機関等に

対して精神科医療に関する情報発
信を積極的に行い、精神障害者の
社会復帰促進及び円滑な精神科医
療提供への理解を深めるよう各種
事業を実施する。 

 

 
・地域、医療機関、関係機関等に対して、メンタルヘルスや精神
医療に関する知識の普及に努める。また当事者やその家族に対
しても正しい知識の普及に努める。 
目標：出前講座年10件以上  

教育機関での授業等年3件以上 
講演会・研修会等での講師等助言者年20件以上 

 

 
〇地域、医療機関、教育機関への精神保健福祉
に関する知識の普及について 

 ・出前講座             14件 
 ・教育機関での授業          3件 
 ・講演会・研修会等での講師等助言者 43件 
 

３ 
（３） 

18 

 
 ②ボランティアとの協働 
 
 ・地域住民や学生等ボランティアの
  受入れを積極的に行うとともに、
  地域との交流会の実施や各種行事
  に積極的に参加するよう努める。
  また、断酒会等自助グループの活
  動を支援する。 

 
・地域住民や学生等ボランティアの受入れを積極的に行う。 
目標：ボランティア受入れ 年100名 (延べ) 

 

・地域との交流会の開催や各種行事に積極的に参加する。 
目標：年2回以上 

 

 

【東古松サンクト診療所】 
目標：ボランティア受入れ 年50名 (延べ) 
 

 
 
 
 
 

 
〇ボランティア受け入れ 年110名（延べ） 
 
 
〇地域との交流会の開催や各種行事への参加 
年5回 

 
 
【東古松サンクト診療所】 
ボランティア受け入れ 年71名（延べ） 

 

３ 
（３） 
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19 

 
(5)災害対策 
 
①災害支援 

 ・県等の防災計画等に沿って医療支
援を行うほか、県内精神科医療の
提供レベルが低下しないように被
災者及び被災した医療機関等への
支援を行う。 

 

 
・「岡山県災害時精神科医療中核病院」として、災害発生時に県
内精神科医療の提供レベルが低下しないよう、関係行政機関と
連携して県内の医療機関への支援体制を維持する。 

 

 
〇災害地で医療活動の為の人員確保、機器の手
配、行政との調整を行った。 

 
〇中核病院としての機能を発揮できるよう各種
災害研修へ参加した。 

・第４会日本災害医療ロジスティクス研修 
 １名参加 
・ＤＰＡＴ研修 
 ３名参加、講師として延べ６名参加 
・おかやまＤＭＡＴ隊員養成研修 
 ４名参加 講師として２名参加 
 

４ 
（４） 

20 

 
 ・他県への災害支援については、求

められる支援を積極的に行う。 

 
・引き続き、岡山県の行動変調対応チーム（DMAT･DPAT）として、
全国的な災害発生を想定した訓練を継続し、技術的な指導を行
う等、災害支援体制強化のため中心的な役割を果たす。 

 

            
〇熊本震災の際には、日頃の訓練を活かし、Ｄ
ＰＡＴ先遣隊を震災翌日早朝に派遣。その後
も複数隊を派遣し、ＤＰＡＴの現地活動に貢
献した。 

 
〇熊本震災で甚大な被害を受けた熊本県益城町
の益城病院に対し、岡山県精神科医会と協力
して、医師、看護師を含む 6職種、43名を
延べ286日に渡り派遣。復興に協力した。 

 
〇中国地区ＤＭＡＴ実動訓練への講師派遣 
（１名）                  
 

４ 
（４） 

21 

 
 ・地元町内会等と災害時における一

時避難場所に関する協定を締結す
るなど、被災時の地域支援体制を
整備する。 

 

 
・災害時における一時避難場所としての役割を地元住民に周知す
る。 
目標：避難場所及び備蓄倉庫の見学会の開催 

 

 
〇地元町内会長への現地説明会を実施した。 
    
 

３ 
（３） 

22 

 
 ②危機管理体制 
 ・災害時の被害を最小限にとどめる

ための対策を講じる。また、被災
後の早期復旧が可能となるよう平
時から施設の維持管理を徹底し、
職員へ周知するなど危機管理体制
の強化を行う。 

 

 
・一時避難者のライフラインを確保するため、水等の備蓄や停電
時にも使用可能な井戸水の給水方法等、緊急時の設備を全職員
に周知する。 
目標：全職員への周知及び訓練の実施 年3回  

 
 
 

 
〇職員への周知及び訓練を実施した。 
年3回開催（7月、11月、2月） 

 
３ 

（３） 
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第３ 県民に提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項 
  ２ 患者や家族の視点に立った医療の提供 
 

 

 

中 

期 

目 

標 

 

  

① 患者の権利を尊重した医療の提供 

   精神科医療においては、特に、患者の権利が侵害されないよう最大限の配慮を行う必要がある。そのため、法令等を遵守して、職員は患者の権利を 

十分に理解し適切な対応を行うこと。 

② 患者・家族の満足度の向上 

   患者や家族の意見・要望を迅速かつ的確に把握し、ニーズに応じたきめ細かい医療の提供を行うなど、患者や家族の視点に立って、その満足度が高 

められるように努めること。 

 

連番 中 期 計 画 平成28年度計画 実 績 自己評価 

23 

 
(1) 患者の権利を尊重した医療の提供 
 ①患者への適切な情報提供 
 
・患者中心の医療を常に実践し、イ
ンフォームド・コンセントを徹底
する。また、セカンドオピニオン
にも積極的に対応する。 

 

・疾病の特性、治療内容と効果及び副作用・リスクに関する十分

な説明と理解に基づき、患者の立場に立った医療を提供する。 

 

 

 

 

・インターネット端末等を活用しながら他の医療機関との連携を

強化し、患者への適切でわかりやすい情報提供の方法を充実さ

せる。 

目標：医療マップの作成 

 

〇精神保健福祉法に基づき、医療保護入院者へ

は適切な医療の提供を実施できるよう、退院

支援委員会を定期的に開催した。 

退院支援委員会 126件 

 ※入院治療計画上一番多い入院後３ヶ月前後の開催が主 

 

〇医療マップの作成 

インターネットの地図を利用し、地図上でク

リニックの場所を確認できるようにし、患者

の通院しやすさのニーズ検討に対応できるよ

うにした。 

 

３ 

（３） 

24 

 
 ・治療方針をはじめとし当センター

の取組並びに地域医療機関との連
携等について、わかりやすくホー
ムページに掲載する等情報発信を
充実する。 

 

 
〇広報媒体の充実 
・治療方針、当センターの取組についてホームページや広報誌等

で広く情報発信を行う。 

目標：ホームページの継続的な更新 

 

 

 

 
〇オープンホスピタルの開催や、院内行事、各
種主催研修会の案内等をホームページで適時
情報発信し、当センターの取り組みと方針に
ついて周知を図った。 

 

３ 
（３） 
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25 

 
 ②職員教育 
 
 ・全職員及び契約事業者が、法令等

を遵守し、適切な言動が常にとれ
るよう職員教育を徹底し、患者の
権利を尊重した患者中心の医療提
供を実施する。 

 
・法令遵守、患者の権利擁護、職員自らのミッションの確認等、
全職員対象に研修を実施する。 
目標：全職員対象の研修 年2回以上 
 

 
 

 
〇院外講師を招き、医療人、社会人としての意
識を高める研修を開催した。 
（年2回） 
 

３ 
（３） 

26 

 
(2)患者・家族の満足度の向上 
 
① 患者等へのサービスの向上 
・相談窓口、意見箱等で寄せられる
苦情及び相談内容やその対応等に
ついて全職員が情報共有できるシ
ステムを構築し、医療並びにサー
ビスの質の向上を図る。 

 
・患者の医療費負担軽減のため、後発医薬品の導入を促進する。 
目標：後発医薬品採用率75％以上(置き換えベース) 

 
 
・患者の満足度を向上させるため、患者が給食のメニューを選択
できる等、日常生活とは異なる食事環境を提供する。 
目標：給食イベントの開催 年5回以上 

 

 
〇後発医薬品への切り替え 
・採用切り替え率  84.2％（採用率） 
・使用切り替え数量 94.3％（使用率） 

 
〇給食イベント実施回数 年6回 
 

４ 
（４） 

27 

 
 ・院内巡回を定期的に実施し、基本

方針である光・風・緑があふれる
明るく快適なアメニティの提供を
行う。 

 
・院内の定期的な巡回を実施し、修繕箇所を見つけた際は、即時
対応し、良質な療養環境と安全を確保する。 
 

 
〇週１回の定期巡回を実施し、不具合箇所を早
期発見の上、即時対応を行った。 

 

３ 
（３） 

28 

 
 ・診察時間の見直し、待ち時間の短

縮など患者のニーズに沿った改善
を行う。 

 
・新患の診療待ち日数の軽減を図るため、即日受け入れ可能な体
制を整備する。 
目標：新患診察当番医3名体制 

 
〇医師の診療体制を見直すことで、新患診察当
番3人体制を実現し、即日の受入を行った。 

 

４ 
（４） 

29 

 
 ②満足度調査の実施 
 ・患者満足度調査等の実施について

は、全国規模で実施されている調
査事業に参加し、得られた指標等
に基づき、今後も効率的に改善を
図る。 

 

 
・定期的に患者満足度調査を実施し、医療の提供に係る説明やそ
の理解度について評価を行う。調査結果は公表するとともに、
内容の分析を行い、業務の改善につなげる。 

 
 
 
 
 
 
・他の医療機関のデータを踏まえ、分析を行うことにより、更な
る医療の質の向上を図る。 
目標：QIプロジェクト2016への参加 
 
 

 

 
〇満足度調査を実施し、院内デジタル掲示板、
デジタルイネージに結果を掲示した上で、建
設的意見には真摯に対応し改善を図った。 

 また、ご意見箱の内容も電子化し、院内デジ
タル掲示板に掲載し、部署単位での改善を促
した。 
・入院患者満足度 ８３．３％ 
・外来患者満足度 ９３．３％ 
 

〇日本病院会QIプロジェクト、全自病協医療の
質推進事業へ「精神・療養ワーキンググルー
プ委員」として参加し、得られたデータを基
に救急急性期でのパス利用効果について分析
を行い、全自病協学会で報告した。 

 

３ 
（３） 
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第３ 県民に提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項 
  ３ 医療の質及び安全の確保 
 

 

 

中 

期 

目 

標 

 

  

① 医療水準の向上 

   公立病院として、政策的医療の提供と診療実績の公開をさらに推進し、医療ニーズや医療環境の変化に迅速に対応できるよう、医師をはじめ優れた 

医療従事者の確保、養成に努め、その適正な配置により精神科医療水準の向上を図ること。 

② 医療安全対策の徹底・検証 

   医療事故を未然に防止し、患者が安心して治療に専念できる安全・安心な医療環境を提供するため、医療安全対策を徹底するとともに、その実施効 

果について検証に努めること。 

 

 

連番 中 期 計 画 平成28年度計画 実 績 自己評価 

30 

 
(1)医療水準の向上 
 ①政策的医療の提供と情報公開 
 
・公立病院としての使命を果たすため
効率的な診療情報管理の推進や積極
的に最先端医療機器等を導入し岡山
県保健医療計画及び県民ニーズに沿
った医療提供を実施する。 

 

 
目標：精神科救急算定患者数  一日平均45人以上（53床） 

急性期治療病棟算定患者数一日平均21人以上（42床） 
 

 

〇24時間365日、精神科救急患者の受入れ、必

要な入院治療を行った。 

 精神科救急算定患者数  1日平均 48.3人 

 急性期治療算定患者数  1日平均 28.5人 

 

 

４ 

（４） 

31 

 
 ・診療実績並びに代表的な疾患の病

態やその治療方針について、分か
りやすくホームページや広報誌等
に掲載するなどし、県民へ情報提
供を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
・広報誌、ホームページ等の媒体を使い、診療内容・医療サービ
スや診療実績などの情報を患者や関係機関等にわかりやすく発
信する。 

 

 
〇広報誌へ地域連携室、依存症治療など院内資
源の紹介ページを作成。同時にリーフレット
化し、他機関や新患予約患者へ郵送し案内し
た。 

３ 
（３） 
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連番 中 期 計 画 平成28年度計画 実 績 自己評価 

32 

 
 ②優れた医療従事者の確保 
 
 ・優秀な医師の確保をはじめとし、

高度で専門性を有する職員を外部
から柔軟に登用できるよう多様な
採用制度を導入する。 

 

 
・優れた医療従事者を確保するため、子育てや家族の介護等に配
慮した職場環境を創出し、ワークライフバランスの実現に向け
た取組を一層進める。 
目標：育児休暇、育児短時間勤務制度、看護休暇等の取得促進 

 
 
 
 
・育児保育室の設置について、職員の意向を踏まえながら検討す
る。 

 

 
〇育児に関する制度、福利厚生も含めた支援を
周知し、働きやすい環境作りに努めた。 
 
育児休暇取得者 19名 
育児短時間勤務制度取得者 1名 
特別休暇（看護休暇を含む）取得者 74名 
 
 

〇保育所の設置については、育児休暇中の職員
も含めた全職員にアンケートを行い、支援策
について職員労働組合と協議を行った。 

 

４ 
（３） 

33 

 
 ・質の高い看護職員及び医療従事者

を確保するため、若年層の処遇に
配慮した人事給与制度の構築を図
る。 

 

 
・先行して人事給与制度改革を行った法人の調査を行い、勤務実
績や能力が的確に反映できる人事給与制度の見直しに着手す 
る。 
 

 
〇先行事例病院に赴き、制度設計や改革後の影
響などについて調査した。また社会保険労務
士とも相談し、当法人の実情に合った制度設
計について協議を行った。 

 

３ 
（３） 

34 

 
 ・患者の自立と社会参加へ向けて、

早期社会復帰を促進するための専
門職員を採用する。 

 

 
・今後益々、地域移行・地域生活支援の充実を含めた質の高い精
神科医療が求められることから、精神保健福祉士等の専門職を
確保する。 

 

 
〇早期社会復帰に向けて、大きな役割を担うコ
メディカルスタッフの採用に力を入れ、適切
な配置をおこなった。 

 
コメディカル採用 
精神保健福祉士 ４名採用 
作業療法士   ２名採用 

 

３ 
（３） 

35 

 
③ 高度な専門性を持つ職員の養成 

 ・専門職種については、専門性の高
い資格取得に向けて、長期・短期
留学等研修制度をより充実させ、
専門医、認定医、認定看護師等の
資格取得を促進する。 

 

 
・専門性の高い資格取得に向け、長期・短期留学等の研修が受け
られるよう各種制度の利用を促進する。 
 

 
〇依存症の治療技術習得を目的に医師1名がイ
ギリスに短期留学を行った。 

（平成27年9月～平成28年9月） 
 

３ 
（３） 

36 

 
 ・海外等における質の高い技術取得

に向けて海外の病院、大学等にお
ける研修制度を充実させるための
身分保証制度の整備を図る。 

 

 
・引き続き、専門の資格取得や高度技術習得に関して、国内外の
病院、大学、研究機関等で研修を行うような特別研修制度の利
用を促進する。 
目標：特別研修制度の利用 年2名 
 

 
〇医師２名の制度利用があり、それぞれ、研修
により得た知識、技術のフィードバックを医
局会にて行った。 
（アメリカ、京都大学） 
 

３ 
（３） 
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連番 中 期 計 画 平成28年度計画 実 績 自己評価 

37 

 
(2)医療安全対策の徹底・検証 
 ・全職員が患者の安全を最優先して

対応が行われるよう医療安全研修
の開催及び実務評価を徹底させ安
全文化の醸成に努める。 

 
・全職員が患者の安全を最優先して対応が行われるよう医療安全
研修会を開催し、職員の意識を高める。 
目標：医療安全対策研修会の開催 年2回以上 

 
・プロトコール（手順書）に基づき薬剤師が薬剤の選択や投与 
量、検査オーダー等の業務を担う。 
目標：薬剤師のプロトコールに基づく検査オーダー 年150件以

上 

 

・NSTチームで、身体的なフォローが必要な患者へ栄養管理指導
を行う。また、定期的に身体ケアに必要な手技・知識につい
て勉強会を実施し、その内容を院内へ周知する。 
目標：NSTラウンドの実施 年40回以上 

勉強会の開催 年2回 
 

 
〇医療安全対策研修会の開催  
年3回開催 

 
 
〇薬剤師による「プロトコールに基づいたオー
ダー」を行い、チーム医療における薬剤師の
役割を積極的に担った。 
検査オーダー 348件 

 
〇身体科で積極的に行われているＮＳＴ業務を
精神科でも積極的に取り入れ、患者の栄養状
態改善に寄与した。 
ＮＳＴラウンド 45回 
ＮＳＴ勉強会   2回 

 

３ 
（４） 

38 

 
 ・全職員が患者の安全を担保し適切

な行動がとれるように情報収集・
分析による医療安全対策の徹底・
検証を実施する。 

 

 
・先進的な取り組みをしている医療機関を調査分析し、新たな情
報収集、原因分析を行う。 

 

 
〇調査に赴いた、急性期総合病院を参考に、情
報伝達や、情報共有ツールの利用法など、指
示ミスや、報告ミスを少なくする手順につい
て改善を行った。 

 

３ 
（３） 
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第３ 県民に提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項 
  ４ 患者の自立と社会参加へ向けての取組の強化 
 

 

 

中 

 

期 

 

目 

 

標 

 

 

① リハビリテーションの充実  

   多様化する精神科医療ニーズに即応するための体制を構築し、多職種による効率的、効果的なリハビリテーションを行い、患者の自立と社会参加が 

早期に達成できるよう努めること。 

 ② 地域医療連携の強化 

   患者がより適正な医療を受けられるよう、地域の医療機関との病診・病病連携を推進し、地域医療に貢献するなどの地域医療連携のさらなる取組を 

図ること。 

③ 訪問・通所型医療の提供 

   精神障害のある人が地域の中で主体的に安心して暮らせるよう、切れ目のない支援のための関係機関とのネットワークを構築し、訪問診療や訪問看護、 

通所サービス、診療契約が結べない患者への多職種によるアウトリーチ等を行うための体制整備に取り組むこと。 

 

 

連番 中 期 計 画 平成28年度計画 実 績 自己評価 

39 

 
(1) リハビリテーションの充実 
 
① 精神科医療ニーズに即応する体

制 
  
・急性期と慢性期を区分し、リハビ
リ・クリティカルパスを活用して
患者の疾病、病態、自立の程度に
あわせたリハビリテーションを実
施する。 

 

 
・入院医療から地域移行・地域定着に向けて個々のニーズに応じ
た切れ目のない効果的なリハビリテーションを実施する。 
目標：作業療法の実施 月1,800件以上(延べ) 

 
 
 
 
 
【病院デイケア】 
・引き続き、急性期から回復期の患者を対象に対象コース別デイ
ケアプログラムを実施し、患者の社会参加を促進する。 

 
 
【東古松サンクト診療所デイケア】 
・地域生活定着を目指している慢性期の患者を対象に、それぞれ
のニーズに応じた支援を強化する。 

 
・地域の社会資源・関係機関等との連携を強化し、就労への移行
を促進する。 

 

 
〇作業療法の実施  

月平均2,743件（年間延べ32,922件） 
・地域移行に向けた退院前訪問への作業療法
士の関与 235件 

・地域定着に向けた作業療法士による訪問 
118件 

・地域定着に向けた面接や電話相談等562件 
 
【病院デイケア】 
コース別デイケアを実施し、他機関との連携
を行い、通過型のデイケアを実施した。 

 
【東古松サンクト診療所デイケア】 
社会資源との連携を図りながら再発予防、生
活安定等を目的の中心とし支援を行った。 
関連機関とのケア会議を546件行った。就労
移行は3件だった。 
 

４ 
（４） 
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連番 中 期 計 画 平成28年度計画 実 績 自己評価 

40 

 
 ・多職種によるチーム編成により、

入院医療中心から地域生活中心に
した医療への転換を図る。 

 
 

 
・重症の患者であっても入院当初から地域での自立した生活を見
据えて、作業療法士や精神保健福祉士等の多職種で関わりなが
ら退院後の治療及び生活設計を立てる。 
目標:退院前訪問の実施 月40件以上 
 

 
〇各職種が協力して、退院後の生活を円滑に進
められるよう、平均48.4件の退院前訪問を行
った。 

３ 
（３） 

41 

 
 ②患者の自立と社会参加 
 
 ・地域生活を支援する体制と施設を

整備し、関係機関との連携を強化
し、患者の自立と社会参加を支援
する。 

 
〇「精神科医療機関とハローワークの連携モデル事業」の実施 
・ハローワークと連携しながら、職業相談・紹介等の就労支援及
び職場定着支援 等のフォローアップ支援を実施する。 
目標：就労への移行 年30人以上 

（内訳：うち一般就労 10人以上) 
 
・地域移行・地域定着を促進するため、実際の地域生活を想定し
た生活訓練棟を活用しながら実践的な支援を行う。 
目標：生活訓練棟の活用 年60件以上(延べ) 

 

 
〇ハローワークとの連携モデル事業では、28名
が登録し、うち16名が就労し、就労率57.1％
で目標を達成することが出来た。 

 
〇デイケアにおける就労への移行の延べ人数は
年49名（一般就労 22名）であった。 

 
〇生活訓練棟の活用を積極的に行った。年間13
4件（延べ）の利用で、実際の生活を体験し
た上で退院することで地域移行をスムーズに
行うことが出来た。 

４ 
（４） 

42 

 
(2)地域医療連携の強化、地域医療へ

の貢献 
 ・地域医療機関のニーズを把握し、

連携及び協力体制の充実を図り、
病態や患者のニーズに応じた  
紹介、逆紹介を積極的に行い  
病診・病病連携を推進する。 

 
・地域の医療機能・医療ニーズを把握しながら適切な連携を行 
う。また、紹介率、逆紹介率の向上の阻害要因について検証を
行う。 

 
 
 
・患者の地域における医療の継続が実現されるよう、訪問看護ス
テーションとの連携を強化する。 
目標：訪問看護ステーション職員を対象とした研修会の開催 

 
・デイケアを有していない地域の精神科診療所等と連携し、積極
的に利用者の受入れを行う。 

 
〇診療所・病院連携のための懇話会を開催し診
療所より意見や要望の聞き取りをした。合わ
せて当院と診療所の医師の顔の見える交流を
はかった。 
懇話会 参加 28診療所 計48名 

 
〇訪問看護ステーション研修会を開催し、患者
の退院後の医療の継続性について、啓蒙、周
知を行った。 

 
〇クリニックからのデイケアの見学受け入れは
年7名で、利用された方は2名であった。 

 

４ 
（３） 

43 

 
 ・精神科地域連携パスを構築し、円

滑な地域連携の推進と社会資源の
有効な活用に努める。 

 

〇独自の精神科地域連携パスの活用 

・初発統合失調症患者に対してデイケア、訪問看護、家族心理教

育などに繋げる包括的な支援を行う。 

 

 

〇初発家族心理教育を２クール開催し、22名の

参加を得て、継続的な治療体制の構築を図っ

た。 

 

〇身体科病院の地域連携室を通じて、連携の現

状と、連携時の問題点、要望について協議

し、連携の強化を図った。 

３ 
（３） 
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連番 中 期 計 画 平成28年度計画 実 績 自己評価 

44 

 
 ・身体合併症をもつ患者への適切な

医療の提供を確保するため、他の
医療機関との連携をより一層緊密
なものとするよう努める。 

 

 
〇「岡山市身体・精神合併症救急連携事業」への協力 
・引き続き、岡山市内の12総合病院との連携を強化し、身体・精
神合併症患者の重症度によって入院の受入れや電話相談、総合
病院への往診を積極的に行う。 

 

 
○病院全体として受けた身体科からのコンサル
テーションは174件実施しており、 
事業の実績は下記の通り。 

 
事業対象 83件 
内訳） 

・電話のみ 17件 
・外来受診のみ 17件（往診1件含） 
・入院 49件(往診1件含) 
 

４ 
（３） 

45 

 
 ・県内における精神科医療資源の乏

しい地域でも住民が質の高い精神
科医療を受けられるよう、地域の
行政機関や医療機関と連携し医療
従事者を派遣する。 

 
〇県内全体の精神科医療の充実 
・精神科医療の乏しい地域に医療従事者を派遣する。 
目標：県内外の精神科診療支援 5ヶ所 

児童思春期外来診療支援 2ヶ所 
 
 
・携帯端末を用いた「精神科遠隔相談支援システム」の整備  
 

 
〇精神科医療資源の乏しい地域の医療機関と協
定を結び、県民が広く精神科を受診できる環
境を整備した。 
精神科医療機関支援  8カ所 
児童思春期外来支援  2カ所 

 
〇精神科遠隔相談支援システムを整備し５件の
遠隔相談を実施した。 

 

３ 
（４） 

46 

 
(3)訪問・通所型医療の提供 
 ・地域で生活することを前提とした

支援体制を整備する。 
 

 
〇訪問看護機能の強化 
・社会復帰をしている患者等へのニーズに対応するため、休日の
支援体制も整備する。 
目標：訪問看護専用車両の整備 

訪問看護件数 月500件以上（医療観察法対象者含む） 
     
 
【東古松サンクト診療所】 
・地域の訪問看護ステーション等と連携しながら、より自立した
地域生活への移行を目的とした訪問看護・診療を強化する。 

 

 
 
〇キャッチメントエリア別に分けた３つのモジ
ュールで週7日間（祝日を除く）、切れ間な
く支援を提供した。 
訪問看護実施件数：月平均 593.3件 

 
 
【東古松サンクト診療所】 
他の訪問看護ステーションへの移行は3件。 
入院棟のケア会議･退院促進会議への参加・
退院前訪問看護を行った。入院中から関わる
ことで、途切れの無い地域移行と地域定着支
援を行った。 
ケース会議  56件 
退院促進会議 16件 
退院前訪問  10件 

 
 
 
 

４ 
（４） 
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47 

 
 ・デイケアやナイトケアなどの通所

サービスの提供並びに専門職種に
よる訪問支援や訪問看護等アウト
リーチ支援を実施する。 

 

 
・引き続き、未治療者や引きこもり等、民間病院では実施困難な
アウトリーチ事業を岡山県精神保健福祉センターから依頼を受
け、積極的に行う。 
目標:新規対象者5人（岡山県の依頼に基づく） 

    継続対象者6人 
 
 

 
〇精神障害者アウトリーチ事業 
 
新規対象者：5名 
継続対象者：4名 
終結者  ：2名 
（H29.3時点） 

３ 
（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   地方独立行政法人岡山県精神科医療センター 平成28年度計画実績（案） 

- 27 - 

 
第４ 業務運営の改善及び効率化に関する事項 
 

 

中 

期 

目 

標 

 

  地方独立行政法人制度の特長を十分にいかして、長期的な視点に立った病院経営戦略を構築するとともに、自己決定・自己責任による業務運営の不断の 

見直しを行い、より一層効率的な業務運営を行うこと。 

 

 

連番 中 期 計 画 平成28年度計画 実 績 自己評価 

48 

 
１ 長期的な視点に立った病院経営

戦略の構築  
  地方独立行政法人の特長である機

動的かつ弾力的な意思決定方法を
いかし、県民のニーズに沿った政
策医療推進と公立病院としての健
全経営が継続するよう努める。 

 

 
〇経営意識の統一 
・班長以上が出席する毎月の経営会議において、年度計画の進捗
状況や月次の病院経営情報などを共有し、未達成事項の課題や
経営に関する問題等を横断的に議論して効率化と業務改善を徹
底する。 

 
〇「全国地方独立行政法人病院協議会」事務局としての活動 
・全国の地方独立行政法人病院の経営状況を調査･分析し、第2次
公立病院改革プランを策定している自治体等にその分析データ
を提供する等、効率的病院経営に向けた啓発活動を行う。 

 

 
〇経営会議において、年度計画の進捗管理を行
うとともに課題や問題を提起して議論し、職
場改善に向けたPDCAサイクルを徹底した。 

 
 
 
〇全国の地方独立行政法人の医師・看護師の配
置状況と経営指数との関連性を調査・分析し
経営状況の傾向と問題を提供した。 
また、独法化を検討している全国の自治体、
病院を対象にセミナーを開催し、改革状況等
を発表して、独法化によるメリットを紹介し
公立病院改革に向けた取り組みを行った。 

 

３ 
（４） 

49 

 
２ 業務運営の不断の見直し 
(1)予算執行について 
 ・運営費負担金の使途に関しては、

その用途に透明性を担保する。ま
た、診療報酬収入に基づく業務の
執行に関しては、効率的でスピー
ド感のある経営を行う。 

 
・職員が自主的に業務改善に取り組むよう、職員提案制度を見直
し、業務改善に係るアイデアや取組みを奨励するとともに優秀
事案については顕彰する制度を創設する。 

 

 
〇職員提案が各部署より、３９件あり、そのう
ち、優秀なものについて、表彰を行った。 
 

〇職員の改善提案で、病院内の主要なデータ（
ＱＩ等）を職員の誰もが閲覧できるような仕
組みを作った。 

 

３ 
（３） 

50 

 
(2)委託、売買、請負等の契約につい
  て 
 ・委託業務は、複数年契約や複合契

約など多様な契約手法を活用し、
適正で効率的な委託業務の管理を
行う。 

 
・法人の一般化に伴い、新たに委託できる事業についてはできる
だけ競争原理により業務委託化を進める等業務の見直しを行 
う。また、複数年契約については定期的に契約内容の点検・評
価を行い、業務の質の向上に向けて監視と指導を徹底する。 

 
 

 
〇機械設備の保守に関する保守・点検委託を施
設管理業者に委託することで、日常点検から
定期点検までの一連の状況を施設管理業者が
把握することで、業務の質の向上を図った。 

 
 

３ 
（３） 
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連番 中 期 計 画 平成28年度計画 実 績 自己評価 

51 

 
 ・売買、請負等の契約については、

透明性・公平性を確保すると同時
に、緊急性のあるものや軽易なも
のについては、迅速かつ柔軟に対
応する。 

 

 
・市場価格を把握しながら、監査法人等から購買手法について広
く情報収集を行い、有用な手法については取り入れる。 

 
 

 
〇物品調達については、委託業者に発注・管理
を依頼することで、事務作業の簡素化を行っ
た。 

 

３ 
（３） 

52 

  
・薬品や診療材料、給食材料に関し
ては、市場価格の推移や必要性を
基に適正かつ公正な価格にて購入
する。 

 

 
・在庫管理システムによる管理・点検を行い在庫管理の徹底や必
要に応じた購入、市場価格の推移を参考にし、材料費の削減を
図る。 

 

 
〇引き続き在庫管理システムにより、不要な在
庫を抱えないよう材料費の縮減に努めた。 ３ 

（３） 

53 

 
(3)収入の確保  
 ・病床管理を一元化し効率的な管理

を実現する。 
 

 
・効果的な病床管理を行い、高い病床利用率の維持に努める。 
 

 
〇患者の状態に応じた適切な病棟運用と、大部
屋の環境改善によって、病床利用率の維持に
努めた。 

 
病床利用率 93.8％ （平成27年度92.2％） 

 

４ 
（３） 

54 

 
 ・請求漏れを防止し適正な診療報酬

請求を行う。 

 
・診療報酬改定に迅速かつ適切に対応するとともに、診療報酬の
請求漏れや減点の防止を図る。 
目標：査定検討会 年6回 

 
 
・診療報酬改定に迅速かつ適切に対応し、収益の確保に努める。 
 

 
〇査定および返戻を最小限に食い止めるため、
査定検討会を実施し、査定傾向と対策につい
て医療部にフィードバックを行った。 

 査定検討会 12回／年 
 
〇他病院と診療報酬算定について合同勉強会を
行い、収益の確保に努めた。 

 
 

３ 
（３） 

55 

 
 ・診療費の収納システムの見直しや

支払い相談の実施等による未収金
発生の未然防止対策を検討すると
ともに、未収金の早期発見を図 
る。 

 
・引き続き、外来受診時や入院時に高額療養費等、福祉制度の概
要や支給を受けるための手続方法について周知を徹底する。 

 
 
・分割納付者、高額未納者に対する管理を徹底するとともに少額
訴訟等の法的措置を含む適切な未収金対策に取り組む。 
 
 

 
 
 

 
〇周知の徹底及び多職種と連携を図り、福祉制
度の利用の推進を強化した。 

 
 
〇未納者については受診時に面談等を行い未収
金回収に努めた。また、長期未納者について
は法的措置を行った。 

内容証明送付 7件（1件完済） 
通常訴訟   1件（分割納付） 
支払督促   1件（分割納付） 

４ 
（４） 
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第５ 財務内容の改善に関する事項 
 

 

中 

期 

目 

標 

 

 公立病院としての使命を果たしていくための経営基盤を確立できるよう、業務運営の改善及び効率化をさらに徹底することにより、中期目標期間中の財 

務内容の充実を図ること。 

 

 

連番 中 期 計 画 平成28年度計画 実 績 自己評価 

56 

 
第５ 予算、収支計画及び資金計画 
「第４ 業務運営の改善及び効率化
に関する事項」で定めた計画・対策
を確実に実施することにより、財務
内容の改善を図り、収支の黒字化を
目指す。 
１ 予算   別紙１ 
２ 収支計画 別紙２ 
３ 資金計画  別紙３ 

 注）運営費負担金等 
運営費負担金等については、経
常費助成のための運営費負担金
等とする。 
 

 
１ 予算       別紙１           
２ 収支計画  別紙２           
３ 資金計画   別紙３ 

 

 
【経営管理指標】 
○経常収支比率   H27     H28 
  経常収益      108.7％ → 101.8％ 
  経常費用 
 
○医業収支比率  H27        H28 
  医業収益      97.8％ →  90.8％ 
  医業費用 
 
○人件費比率     H27    H28 
  総人件費     71.6％ →  77.7％ 
  医業収益 
 （人件費関係委託料を含む） 
               81.6％ →  87.3％ 
 
○材料費比率     H27    H28 
  材 料 費      9.5％ →   9.8％ 
  医業収益 
 

３ 
（４） 

－ 

 
第６ 短期借入金の限度額 
１ 限度額  500百万円 
２ 想定される理由 

   賞与の支給等、資金繰り資金へ
の対応 

 
 
 
 

 
・平成28年度中の計画はない。 

 
〇平成28年度中の計画はない。 
 

－ 
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連番 中 期 計 画 平成28年度計画 実 績 自己評価 

－ 

 
第７ 重要な財産を譲渡し、又は担保

に供する計画中期目標期間中の
計画はない。 

 

 
・平成28年度中の計画はない。 

 
〇平成28年度中の計画はない。 
 － 

57 

 
第８ 剰余金の使途 
   決算において剰余を生じた場合

は、将来の投資（病院施設の整
備・修繕医療機器の購入等）に
充てる。 

 

 
・決算において剰余を生じた場合は、将来の投資（病院施設の整
備・修繕、医療機器の購入等）に充てる。 

 

 
〇余剰金については、第3期中期計画の財源と
して積み立てることとした。 

 
３ 

（３） 

－ 
 
第９ 料金に関する事項（略） 
 

－ 
                     

  －  － 
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第６ その他業務運営に関する重要事項 
 

 

  

  

 中 

 期 

 目 

 標 

 

１． 施設及び医療機器の整備に関する計画 

  医療需要、医療技術の進展などを総合的に勘案し、施設及び医療機器の整備を適切に実施すること。 

 

２． 適正な就労環境の整備と人事管理 

職員が充実感を持って働くことができるよう、日常業務の質の向上を図るとともに、定期的に職員のヘルスケアを実施するなど、就労環境の整備に努め、

また、職員の業務能力を的確に反映した人事管理に努めること。 

 

 

連番 中 期 計 画 平成28年度計画 実 績 自己評価 

58 

 
第10 その他業務運営に関する重要事
項 
１ 施設及び医療機器の整備に関す

る計画（平成24年度～平成28年
度） 
入院棟の改修やデイケア施設整
備をはじめとする大規模施設整
備については、求められる機能
を視野に入れ、計画的な施設整
備を推進する。 
 

 
〇事業用地の取得 
〇病院建物の計画修繕 
〇執務環境（スタッフステーションの空調の改善）改善のため
の整備 

 
 

 
〇新規事業に向け用地及び建物を取得した。 
 
〇ナースステーションの職場環境を改善するた
め空調設備の増設を行った。 

 
 

３ 
（３） 

59 

 
２ 適正な就労環境の整備と人事管

   理 
(1)就労環境の整備 

  ・働きやすい職場環境を整備し、
定期的に職員のヘルスケアを実
施する。 

 
〇働きやすい職場づくり 
・仕事と育児・介護などを両立できる働きやすい環境づくりや、
多様な働き方ができる労働環境を整える。また、全職員を対象
に「福利厚生制度を職員に普及するための講座」等を開催し、
周知に努める。 

 

 
〇育児・介護休業で職場復帰した職員が家庭と
仕事が両立できるよう勤務形態の変更や特別
休暇の取得などに配慮した。 

 
 育児休業取得者の職場復帰率 100％ 
 
 
〇講演会を開催し、福利厚生についての職員の
理解を深めた。 
演題「社会保険と年金制度のしくみ」 

 
 
 

４ 
（３） 
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60 

 
(2)人事管理 
 ①職員確保 
  ・良質で高度な医療を提供するた

め、医療需要の変化や政策的医
療等に迅速に対応出来るよう効
果的な人員確保に努める。 

 
・優れた専門職を確保するため、採用方法や選考実施時期等を工
夫しながら効果的なPRを行う。 
目標：オープンホスピタル(病院見学会)の開催 年1回以上 

ホームページ等を用いたPR活動の実施 
 

 

 
〇2日間のオープンホスピタルを開催、ホーム
ページ、リーフレットの作成などにより、職
員の確保に努めた。 

  
 オープンホスピタル参加者数   68人 
          うち就職者数 10人 
 

４ 
（４） 

61 

 
 ②人事評価制度 
 ・職員の業績や能力を職員の給与に

反映させるとともに、職員の人材
育成及び人事管理に活用するため
に、更に公正で客観的な人事評価
システムを構築する。 

 

 
・独自の人事評価制度の精度を高めるため、対象となる初任者か
ら管理職員までの評価シートの見直しを引き続き行う。 

 
 
・目標管理を徹底し、PDCAサイクルのもと全職員に組織目標を再
認識させる。 

 
〇職員が納得できる制度づくりをめざして職員
労働組合とも見直しについて協議を行った。 

 
〇職員研修を開催し、目標管理の目的と仕組み
について周知を図り、個人目標と組織目標の
連動について再認識を行った。 

 

３ 
（３） 

62 

 
 ③給与制度 
 ・職員の勤務成績や能力などを考慮

し、意欲向上に資する給与制度の
導入について検討する。 

 
・年金支給開始年齢の引き上げに伴う無年金期間の問題に対処す
るため、雇用延長制度の導入を検討するとともに独自の人事給
与制度構築に向けた調査・研究を行う。 
目標：先進事例の調査・研究 

 

 
〇先行している地方独立行政法人の事例を研究
し、制度設計案を検討している。 

 
３ 

（３） 

－ 

 
３ 中期目標の期間を超える債務負

   担（移行前地方債償還債務に係
   る表（略）） 
 

 
・平成28年度中の計画はない。 

 
〇平成28年度中の計画はない。 

－ 

63 

 
４ 積立金の使途 

  前期中期目標期間繰越積立金につ
いては、病院の設備整備、計画的
修繕、研究、医療機器の購入、移
行前地方債償還債務の返済等、中
期計画に定めた医療の確保の財源
として充てる。 
 

 
・中期目標達成のため、整備計画等の財源とする。 
事業用地の取得費 
計画修繕費 
職場環境改善整備費 

 

 
〇計画に沿って積立金を取り崩した 

① 事業用地、建物の取得 
② 施設整備費用（ナースステーション空

調設備増設） 
③ 医療機器の整備（画像ネットワークシ

ステム等） 
 

４ 
（３） 

 



別紙１
地方独立行政法人岡山県精神科医療センター予算

（平成28年度） （単位：百万円）

区 分 予 算 額 決 算 額 差額（決算－予算）

収入
営業収益 3,680 3,732 52

医業収益 3,140 3,168 28
運営費負担金収益 492 492 0
その他営業収益 48 72 24

営業外収益 55 52 △ 3
運営費負担金収益 48 45 △ 3
その他営業外収益 7 7 0

資本収入 179 281 102
運営費負担金収益 179 181 2
その他資本収入 － 100 100

その他の収入 － － －
計 3,914 4,065 151

支出
営業費用 3,245 3,471 226
医業費用 2,995 3,207 212

給与費 2,078 2,244 166
材料費 297 311 14
経費 592 629 37
研究研修費 28 23 △ 5

一般管理費 250 264 14
給与費 173 177 4
経費 77 87 10

営業外費用 113 113 0
資本支出 726 797 71

増改築工事 － － －
資産購入費 458 526 68
償還金 268 271 3

その他の支出 － － －
計 4,084 4,381 297



別紙２
地方独立行政法人岡山県精神科医療センター収支計画

（平成28年度） （単位：百万円）

区 分 予 算 額 決 算 額 差額（決算－予算）

収益の部
営業収益 3,870 3,913 43

医業収益 3,140 3,168 28
運営費負担金収益 671 673 2
資産見返負債戻入 11 12 1
その他営業収益 48 60 12

営業外収益 55 52 △ 3
運営費負担金収益 48 45 △ 3
その他営業外収益 7 7 0

臨時利益 － 0 0

費用の部
営業費用 3,619 3,781 162
医業費用 3,328 3,490 162

給与費 2,159 2,282 123
材料費 297 311 14
減価償却費 250 245 △ 5
経費 594 629 35
研究研修費 28 23 △ 5

一般管理費 291 291 0
給与費 184 181 △ 3
減価償却費 24 23 △ 1
経費 83 87 4

営業外費用 113 113 0
臨時損失 － 2 2

純利益 193 69 △124
総利益 193 69 △124



別紙３
地方独立行政法人岡山県精神科医療センター資金計画

（平成28年度） （単位：百万円）

区 分 予 算 額 決 算 額 差額（決算－予算）

資金収入
業務活動による収入 3,914 3,942 28
診療業務による収入 3,140 3,160 20
運営費負担金による収入 719 719 0
その他の業務活動による収入 55 63 8

投資活動による収入 － 100 100
運営費負担金による収入 － － －
その他の投資活動による収入 － 100 100

財務活動による収入 － － －
金銭出資の受入による収入 － － －

前年度よりの繰越金 1,260 1,260 －

資金支出
業務活動による支出 3,358 3,601 243
給与費支出 2,251 2,441 190
材料費支出 297 312 15
その他の業務活動による支出 810 848 38

投資活動による支出 458 526 68
有形固定資産の取得による支出 458 476 18
その他の投資活動による支出 － 50 50

財務活動による支出 268 271 3
移行前地方債償還債務の償還に 268 271 3
よる支出
その他の財務活動による支出 － － －

翌年度への繰越金 1,090 904 △ 186



至　平成２９年３月３１日

地方独立行政法人岡山県精神科医療センター

財　務　諸　表

平成２８年度

（第１０期事業年度）

自　平成２８年４月　１日
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（８） 積立金等の明細及び目的積立金の取崩しの明細 ．．．．．．．．．．．．． 14
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（１１） ．．．．．．．．．．．．． 16

（１２） ．．．．．．．．．．．．． 17

（１３） ．．．．．．．．．．．．． 18

（１４）上記以外の主な資産、負債、費用及び収益の明細 ．．．．．．．．．．．．． 20

行政サービス実施コスト計算書

移 行 前 地 方 債 償 還 債 務 の 明 細

開 示 す べ き セ グ メ ン ト 情 報

役 員 及 び 職 員 の 給 与 の 明 細

引 当 金 の 明 細

運営費負担金以外の地方公共団体等からの
財源措置の明細

資 本 金 及 び 資 本 剰 余 金 の 明 細

長 期 貸 付 金 の 明 細

目　　　　　　　 次

貸 借 対 照 表

損 益 計 算 書

利益の処分に関する書類（案）

キ ャ ッ シ ュ ･ フ ロ ー 計 算 書

医 業 費 用 及 び 一 般 管 理 費 の 明 細

注 記 事 項

た な 卸 資 産 の 明 細

有 価 証 券 の 明 細

固定資産の取得及び処分並びに減価償却費(「第８５特定施設である
償却資産の減価に係る会計処理」及び「第８８特定施設である有形固
定資産の除却費用等の会計処理」による損益外減価償却費相当額も含
む。）並びに減損損失の明細



資産の部

Ⅰ 固定資産
   １ 有形固定資産
      土地 2,277,896,951
      建物 6,592,399,062
        減価償却累計額 △ 1,585,011,710 5,007,387,352
      構築物 167,990,081
        減価償却累計額 △ 110,402,044 57,588,037
      車両運搬具 8,299,445
        減価償却累計額 △ 6,395,407 1,904,038
      工具器具備品 680,549,349
        減価償却累計額 △ 503,038,409 177,510,940
      有形固定資産合計 7,522,287,318

   ２ 無形固定資産
      ソフトウェア 14,113,289
      電話加入権 45,000
      無形固定資産合計 14,158,289

   ３ 投資その他の資産
      投資有価証券 300,841,645
　　　職員長期貸付金 725,650
　　　長期前払費用 3,024,000
　　　長期性預金 100,000,000
　　　差入保証金 74,000
      投資その他の資産合計 404,665,295
        固定資産合計 7,941,110,902

Ⅱ 流動資産
     現金及び預金 902,393,794
　　 有価証券 399,965,472
     医業未収金 555,027,442
       貸倒引当金 △ 7,002,508 548,024,934
     未収入金 30,696,597
     医薬品 12,963,526
     診療材料 7,160,815
     貯蔵品 1,828,895
　　 前払費用 4,139,245
　　 未収収益 662,718
　　 職員短期貸付金 325,800
　　 立替金 2,604,493
     流動資産合計 1,910,766,289
       資産合計 9,851,877,191

（平成２９年３月３１日）

貸　借　対　照　表

（単位：円）
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（平成２９年３月３１日）

貸　借　対　照　表

（単位：円）

負債の部

Ⅰ 固定負債

     資産見返負債

       資産見返運営費負担金 744,935

       資産見返補助金等 194,091,810 194,836,745
     移行前地方債償還債務 4,451,265,867
     引当金
       退職給付引当金 508,766,513 508,766,513
       固定負債合計 5,154,869,125

Ⅱ 流動負債
     一年以内返済予定移行前
　　 地方債償還債務

277,564,866

     未払金 157,809,326

     未払費用 27,803,260

     未払消費税等 668,600

     預り金 15,955,075

     引当金
       賞与引当金 125,018,252 125,018,252
       流動負債合計 604,819,379
         負債合計 5,759,688,504

純資産の部

Ⅰ 資本金
     設立団体出資金 1,202,336,883
       資本金合計 1,202,336,883

Ⅱ 資本剰余金
     資本剰余金 1,738,668,207
       資本剰余金合計 1,738,668,207

Ⅲ 利益剰余金
　　 前中期目標期間繰越積立金 38,869,845
　　 組織運営及び施設整備改善目的積立金 1,042,950,125
     当期未処分利益 69,363,627
     (うち当期総利益) (69,363,627)
       利益剰余金合計 1,151,183,597

       純資産合計 4,092,188,687
         負債純資産合計 9,851,877,191
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（単位：円）

営業収益
  医業収益 3,169,132,831

  運営費負担金収益 673,273,000

  補助金等収益 3,205,000

  資産見返運営費負担金戻入 248,012

  資産見返補助金等戻入 12,015,720

  受託収入 56,314,413

  営業収益合計 3,914,188,976

営業費用
  医業費用
    給与費 2,282,287,104

    材料費 311,151,195

    減価償却費 245,005,736

    経費 629,451,130

    研究研修費 22,958,198 3,490,853,363

  一般管理費
    給与費 181,187,238

    減価償却費 22,745,480

    経費 87,034,242 290,966,960

  営業費用合計 3,781,820,323

    営業利益 132,368,653

営業外収益
  運営費負担金収益 45,438,000

  財務収益
    受取利息 3,701,816 3,701,816

  その他雑益 3,151,764

  営業外収益合計 52,291,580

営業外費用
  財務費用
    支払利息 58,233,830 58,233,830

  共済追加費用負担金 54,920,580

  営業外費用合計 113,154,410

    経常利益 71,505,823

臨時利益
　固定資産売却益 288,667 288,667

臨時損失
  固定資産除却損 518,744

  被災地支援費用 1,912,119

2,430,863

  当期純利益 69,363,627

  当期総利益 69,363,627

損　益　計　算　書
（平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日）
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Ⅰ 業務活動によるキャッシュ・フロー
材料の購入による支出 △ 312,232,957
人件費支出 △ 2,441,345,709
その他の業務支出 △ 789,586,555
医業収入 3,159,625,857

運営費負担金収入 718,711,000

受託収入 56,314,413

補助金等収入 3,205,000

小計 394,691,049

利息の受取額 3,760,897

利息の支払額 △ 58,602,866
業務活動によるキャッシュ・フロー 339,849,080

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー
有形固定資産及び無形固定資産の取得による支出 △ 475,879,063
定期預金への預入による支出 △ 50,000,000
投資有価証券の満期償還による収入 99,876,887

職員貸付金の回収による収入 340,950

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 425,661,226

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー
移行前地方債償還債務の償還による支出 △ 271,314,687

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 271,314,687

Ⅳ 資金減少額 △ 357,126,833
Ⅴ 資金期首残高 1,259,520,627

Ⅵ 資金期末残高 902,393,794

キャッシュ・フロー計算書
（平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日）

（単位：円）
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Ⅰ 当期未処分利益 69,363,627

　当期総利益 69,363,627

Ⅱ 積立金振替額 1,081,819,970

　前期中期目標期間繰越積立金 38,869,845

　組織運営及び施設整備改善目的積立金 1,042,950,125

Ⅲ 利益処分額

　積立金 1,151,183,597 1,151,183,597

利益の処分に関する書類（案）
（平成２９年３月３１日）

（単位：円）

科　　目 金　　額
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（単位：円）

Ⅰ 業務費用

(1) 損益計算書上の費用

医業費用 3,490,853,363

一般管理費 290,966,960

営業外費用 113,154,410

臨時損失 2,430,863 3,897,405,596

(2) （控除）自己収入等

医業収益 △ 3,169,132,831

受託収入 △ 56,314,413

営業外収益 △ 6,853,580

臨時利益 △ 288,667 △ 3,232,589,491

業務費用合計 664,816,105

（うち減価償却充当補助金相当額） (12,263,732)

Ⅱ 機会費用

地方公共団体出資の機会費用 805,566 805,566

Ⅲ 行政サービス実施コスト

665,621,671

行政サービス実施コスト計算書
（平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日）

科　　目 金　　額
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注記事項

Ⅰ　重要な会計方針

１．運営費負担金収益の計上基準

２．減価償却の会計処理方法

（１）有形固定資産

定額法を採用しております。

主な資産の耐用年数は以下のとおりであります。

建 物 ３６～３９年

構 築 物 ７～２７年

車 両 運 搬 具 ６～９年

工具器具備品 ２～１９年

（２）無形固定資産

定額法を採用しております。

３．退職給付引当金の計上基準

４．賞与引当金の計上基準

５．貸倒引当金の計上基準

　

６.有価証券の評価基準及び評価方法

　 （１）満期保有目的債券 償却原価法（定額法）

７．たな卸資産の評価基準及び評価方法

（１）医薬品 先入先出法に基づく低価法

（２）診療材料 同上

８．行政サービス実施コスト計算書における機会費用の計上方法

９. リース取引の処理方法

　

　

１０．消費税等の会計処理

　消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式によっております。

　リース料総額が3,000,000円以上のファイナンス・リース取引については、通常の売買取引に係る方法に準
じた会計処理によっております。
　リース料総額が3,000,000円未満のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に
準じた会計処理によっております。

 移行前地方債元金利息償還金、建設改良に要する経費及び研究研修に要する経費については、費用進行基準を
採用しております。

 病院の運営に要する経費、基礎年金拠出金の公的負担に要する経費については、期間進行基準を採用しており
ます。

　職員に対して支給する賞与に備えるため、当事業年度に負担すべき支給見込額を計上しております。

　岡山県出資の機会費用の計算に使用した利率については、10年利付国債の平成29年3月末における利回りを参
考に0.067％で計算しております。

  なお、法人内利用のソフトウェアについては、法人内における利用可能期間（５年）に基づいて償却しており
ます。

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に
ついては、個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

　財源措置されない職員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務（自己都合、勧奨による
要支給額）の見込額に基づき計上しております。

　また、役員については、内規に基づく当事業年度末における要支給額を計上しております。
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Ⅱ　キャッシュ・フロー計算書関係

１．資金の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 902,393,794円

資金期末残高 902,393,794円

２．重要な非資金取引
該当ありません。

Ⅲ　オペレーティング･リース取引関係

該当ありません。

Ⅳ　行政サービス実施コスト計算書関係

該当ありません。

Ⅴ　重要な債務負担行為
該当ありません。

Ⅵ　重要な後発事象
　　　　該当ありません。
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Ⅶ　金融商品の時価等の開示に関する事項

１．金融商品の状況に関する事項

２．金融商品の時価等に関する事項
　期末日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

（単位：円）
貸借対照表計上額 時 価 差 額

700,807,117 716,371,900 15,564,783

902,393,794 902,393,794 0

555,027,442

     貸倒引当金（※2） △ 7,002,508

548,024,934 548,024,934 0

100,000,000 100,049,997 49,997

2,251,225,845 2,266,840,625 15,614,780

(4,728,830,733) (4,936,153,451) (207,322,718)

(157,809,326) (157,809,326) 0

(4,886,640,059) (5,093,962,777) (207,322,718)

（※1） 負債に計上されているものは（　）で示しております。
（※2） 医業未収金に計上している貸倒引当金を控除しております。
（※3） 一年以内返済予定の債務を含めております。

（注）金融商品の時価の算定方法に関する事項
資　産
（1）投資有価証券及び有価証券
　取引所の価格又は取引金融機関から提示された価格によっております。
（2）現金及び預金、（3）医業未収金

（4）長期性預金

負　債
（1）移行前地方債償還債務

（2）未払金

Ⅷ　賃貸不動産の時価等の開示に関する事項
　該当ありません。

　当法人は、資金運用については預金、国債及び地方債に限定し、資金調達については設立団体である
岡山県からの借入に限定しております。

　資金運用に当たっては地方独立行政法人法第43条（余裕金の運用）並びに地方独立行政法人法施行規
則（平成16年総務省令第51号）第2条及び第3条に基づき運用しており、株式等は保有しておりません。

　短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっておりま
す。

　また、医業未収金は、地方独立行政法人岡山県精神科医療センター会計事務取扱細則に沿ってリスク
管理を行っております。

（1）投資有価証券及び有価証券

（2）現金及び預金

（3）医業未収金

開示科目

資産計

（1）移行前地方債償還債務（※3）

（2）未払金

負債計

　これらの時価については、元利金の合計額を新規に同様の借入を行った場合に想定される利率で割り
引いた現在価値により算定しております。

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によって
おります。なお、医業未収金のうち貸倒懸念債権等については、回収見込額等により時価を算定してお
ります。

（4）長期性預金

　新規に預金を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値により算定しております。
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附属明細書

（単位：円）

当期償却額 当期損益内 当期損益外

有形固定資産 建物 6,561,277,662 31,121,400 0 6,592,399,062 1,585,011,710 185,761,955 0 0 0 5,007,387,352

(償却費損益内) 構築物 167,990,081 0 0 167,990,081 110,402,044 9,162,407 0 0 0 57,588,037

車両運搬具 11,923,687 1,780,000 5,404,242 8,299,445 6,395,407 1,441,444 0 0 0 1,904,038

工具器具備品 611,638,508 76,524,763 7,613,922 680,549,349 503,038,409 46,284,128 0 0 0 177,510,940

計 7,352,829,938 109,426,163 13,018,164 7,449,237,937 2,204,847,570 242,649,934 0 0 0 5,244,390,367

非償却資産 土地 1,906,638,201 371,258,750 0 2,277,896,951 0 0 0 0 0 2,277,896,951 （注）

計 1,906,638,201 371,258,750 0 2,277,896,951 0 0 0 0 0 2,277,896,951

有形固定資産合計 土地 1,906,638,201 371,258,750 0 2,277,896,951 0 0 0 0 0 2,277,896,951

建物 6,561,277,662 31,121,400 0 6,592,399,062 1,585,011,710 185,761,955 0 0 0 5,007,387,352

構築物 167,990,081 0 0 167,990,081 110,402,044 9,162,407 0 0 0 57,588,037

車両運搬具 11,923,687 1,780,000 5,404,242 8,299,445 6,395,407 1,441,444 0 0 0 1,904,038

工具器具備品 611,638,508 76,524,763 7,613,922 680,549,349 503,038,409 46,284,128 0 0 0 177,510,940

計 9,259,468,139 480,684,913 13,018,164 9,727,134,888 2,204,847,570 242,649,934 0 0 0 7,522,287,318

無形固定資産 ソフトウェア 179,160,715 3,591,008 0 182,751,723 168,638,434 25,101,282 0 0 0 14,113,289

電話加入権 45,000 0 0 45,000 0 0 0 0 0 45,000

計 179,205,715 3,591,008 0 182,796,723 168,638,434 25,101,282 0 0 0 14,158,289

投資その他の資産 投資有価証券 700,858,582 0 400,016,937 300,841,645 0 0 0 0 0 300,841,645

職員長期貸付金 1,051,450 0 325,800 725,650 0 0 0 0 0 725,650

長期前払費用 4,752,000 0 1,728,000 3,024,000 0 0 0 0 0 3,024,000

長期性預金 50,000,000 50,000,000 0 100,000,000 0 0 0 0 0 100,000,000

差入保証金 74,000 0 0 74,000 0 0 0 0 0 74,000

計 756,736,032 50,000,000 402,070,737 404,665,295 0 0 0 0 0 404,665,295

（注）当期増加額のうち主なものは、次のとおりであります。

　　用地取得　 371,258,750 円

（１）固定資産の取得及び処分並びに減価償却費(「第８５特定施設である償却資産の減価に係る会計処理」及び「第８８特定施設である有形固定資産の除去費用等の会計
処理」による損益外減価償却費相当額も含む。）並びに減損損失の明細

減損損失累計額
資産の種類 期首残高 当期増加額 摘要当期減少額 期末残高

減価償却累計額
差引当期末残高
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（２）たな卸資産の明細

当期購入・
製造・振替

その他 払出・振替 その他

医 薬 品 13,337,293 190,506,182 0 190,103,020 776,929

診療材料 6,391,868 26,647,764 0 25,841,509 37,308

貯 蔵 品 1,600,640 455,335 0 227,080 0

計 21,329,801 217,609,281 0 216,171,609 814,237

（注）当期減少額のその他には、期限切れによる廃棄又は滅失した資産を記載しております。

（３）有価証券の明細

 ①流動資産として計上された有価証券

種類及び銘柄 取得価額 券面総額 貸借対照表計上額
当期費用に

含まれた評価差額

い第748号　農林債 100,000,000 100,000,000 100,000,000 0

い第751号　農林債 100,000,000 100,000,000 100,000,000 0

第7回　北海道債 199,654,000 200,000,000 199,965,472 0

貸借対照表
計上額合計

399,965,472

（単位：円）

7,160,815

1,828,895

期首残高 摘  要

21,953,236

期末残高

12,963,526

種　　類

摘要

当期減少額当期増加額

（単位：円）

満期保有目的債券
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 ②投資その他の資産として計上された有価証券

種類及び銘柄 取得価額 券面総額 貸借対照表計上額
当期費用に

含まれた評価差額

第62回 利付国債 199,700,000 200,000,000 199,827,200 0

第1回　岡山市公募公債 101,432,000 100,000,000 101,014,445 0

貸借対照表
計上額合計

300,841,645

 (４）長期貸付金の明細

回収額 償却額

職員長期貸付金 1,051,450 0 325,800 0 725,650

計 1,051,450 0 325,800 0 725,650

 （注）当期減少額の回収額は、短期への振替分であります。

当期減少額

摘要

（単位：円）

区分 期首残高

（単位：円）

満期保有目的債券

（注）

当期増加額 摘　要期末残高
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（５）移行前地方債償還債務の明細 （単位：円）

銘　　柄 期首残高 当期増加 当期減少 期末残高 利 率 償還期限 摘  要

公営企業金融公庫 84,739,886 0 5,230,062 79,509,824 2.20% 平成42年3月20日

〃 447,015,729 0 27,076,660 419,939,069 1.35% 平成43年3月20日

財政融資資金 561,694,790 0 29,973,541 531,721,249 1.20% 平成45年3月1日

〃 1,309,275,446 0 69,092,816 1,240,182,630 0.60% 平成46年3月1日

公営企業金融公庫 870,525,044 0 47,034,616 823,490,428 1.90% 平成44年3月20日

中国銀行 219,600,000 0 24,400,000 195,200,000 0.18% 平成37年3月25日

公営企業金融公庫 559,076,060 0 26,086,916 532,989,144 2.00% 平成46年3月20日

財政融資資金 937,285,355 0 41,933,124 895,352,231 0.10% 平成48年9月25日

公営企業金融公庫 10,933,110 0 486,952 10,446,158 2.15% 平成46年9月20日

計 5,000,145,420 0 271,314,687 4,728,830,733

（６）引当金の明細 （単位：円）

目的使用 その他

退職給付引当金 474,134,717 62,273,794 27,641,998 0

賞与引当金 117,062,348 125,018,252 117,062,348 0

貸倒引当金 7,194,751 7,002,508 2,418,980 4,775,771 （注）

計 598,391,816 194,294,554 147,123,326 4,775,771

（注）貸倒引当金の当期減少額その他には、洗替による戻入額を記載しております。

摘　　要区　　分 期首残高 当期増加額
当期減少額

508,766,513

125,018,252

7,002,508

640,787,273

期末残高
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（７）資本金及び資本剰余金の明細 （単位：円）

期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 摘　　要

資本金 1,202,336,883 0 0 1,202,336,883

1,202,336,883 0 0 1,202,336,883

資本剰余金

　岡山県無償譲与 13,398,358 0 0 13,398,358

1,240,993,928 484,275,921 0 1,725,269,849 固定資産の取得

1,254,392,286 484,275,921 0 1,738,668,207

（８）積立金等の明細及び目的積立金の取崩しの明細

①積立金及び目的積立金の明細

期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

720,293,665 322,656,460 0 1,042,950,125

523,145,766 0 484,275,921 38,869,845 （注2）

1,243,439,431 322,656,460 484,275,921 1,081,819,970

（注1）当期増加額は、前期未処分利益の振替額を記載しております。

（注2）当期減少額は、中期計画で定める剰余金の使途に沿った事業を行うため、前中期目標期間繰越積立金を取り崩した額を記載しております。

（単位：円）

金額

0

0

484,275,921

484,275,921

区　　　分

計

資本剰余金

計

岡山県出資金

  目的積立金

②目的積立金の取崩しの明細

摘　　要

（注1）

（単位：円）

区　　　分

組織運営及び施設整備改善目的積立金

計

前中期目標期間繰越積立金

組織運営及び施設整備改善目的積立金

計

区　　　分

目的積立金取崩額

その他
前中期目標期間繰越積立金

計

施設整備・改善に充てた資産の購入

摘　　要
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（９）運営費負担金債務及び運営費負担金収益の明細

①運営費負担金債務 （単位：円）

運営費負担金
収　　　　益

資  産  見  返
運営費負担金

資本剰余金 小　　計

平成２８年度 718,711,000 718,711,000 0 0 718,711,000 0

合　　計 718,711,000 718,711,000 0 0 718,711,000 0

②運営費負担金収益 （単位：円）

業務等区分 平成28年度支給分 合　　計

期間進行基準 496,042,000 496,042,000

費用進行基準 222,669,000 222,669,000

合　　計 718,711,000 718,711,000

（１０）運営費負担金以外の地方公共団体等からの財源措置の明細

補助金等の明細 （単位：円）

建設仮勘定見返補助金等 資産見返補助金等 資本剰余金 長期預り補助金等 収益計上

3,205,000 0 0 0 0 3,205,000

3,205,000 0 0 0 0 3,205,000合　　計

期末残高

左　の　会　計　処　理　内　訳
当期交付額

当　期　振　替　額

区　　分

交付年度 期首残高
負担金

当期交付額

心神喪失者等医療観察法指定入院医療機
関運営費負担金

摘　　要
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（１１）役員及び職員の給与の明細

30,347 2 0 0

（ 660 ） （ 6 ） （ 0 ） （ 0 ）

1,872,995 303 27,641 17

（ 123,104 ） （ 58 ） （ 0 ） （ 0 ）

1,903,343 305 27,641 17

（ 123,764 ） （ 64 ） （ 0 ） （ 0 ）

（注１）支給額及び支給人員
　　　　臨時的任用職員・非常勤役職員については、外数として（　　　）内に記載しております。
　　　　また、支給人員については平均支給人数で記載しております。
        常勤役員のうち１名は、役員報酬等規程第２条第２項（職員給与規程適用者）により役員報酬を支給しておらず、職員の支
　　　　給人員に含まれております。
（注２）役員報酬基準及び職員給与基準の概要
　　　　役員報酬については、「地方独立行政法人岡山県精神科医療センター役員報酬等規程」に基づき支給しております。
　　　　職員については、「地方独立行政法人岡山県精神科医療センター職員給与規程」及び「地方独立行政法人岡山県精神科医療セ
　　　　ンター非常勤職員給与規程｣に基づき支給しております。
（注３）法定福利費
　　　　上記明細には法定福利費は含めておりません。

（単位：千円，人）

支　給　額 支給人員

退職手当

職　　　員

合　　　計

支　給　額 支給人員
区　　　分

役　　　員

報酬又は給与
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（12）開示すべきセグメント情報

（単位：円）

岡山県精神科医療センター 東古松サンクト診療所 計 法人本部 合計

営業収益 3,767,959,858 143,609,184 3,911,569,042 2,619,934 3,914,188,976

3,027,301,195 141,831,636 3,169,132,831 0 3,169,132,831

669,669,368 983,698 670,653,066 2,619,934 673,273,000

11,469,882 793,850 12,263,732 0 12,263,732

56,314,413 0 56,314,413 0 56,314,413

3,205,000 0 3,205,000 0 3,205,000

営業費用 3,583,402,530 151,498,659 3,734,901,189 46,919,134 3,781,820,323

3,342,936,513 147,916,850 3,490,853,363 0 3,490,853,363

240,466,017 3,581,809 244,047,826 46,919,134 290,966,960

営業損益 184,557,328 △ 7,889,475 176,667,853 △ 44,299,200 132,368,653

営業外収益 47,631,725 393,842 48,025,567 4,266,013 52,291,580

44,481,317 392,486 44,873,803 564,197 45,438,000

3,150,408 1,356 3,151,764 3,701,816 6,853,580

営業外費用 110,484,660 2,097,661 112,582,321 572,089 113,154,410

58,233,830 0 58,233,830 0 58,233,830

52,250,830 2,097,661 54,348,491 572,089 54,920,580

経常損益 121,704,393 △ 9,593,294 112,111,099 △ 40,605,276 71,505,823

総資産 8,371,717,376 577,766,021 8,949,483,397 902,393,794 9,851,877,191

（主要資産内訳）

固定資産 有形固定資産 6,973,571,201 548,716,117 7,522,287,318 0 7,522,287,318

流動資産 現金及び預金 0 0 0 902,393,794 902,393,794

医業未収金 524,675,473 23,349,461 548,024,934 0 548,024,934

（注）セグメントの区分については、当法人の施設に応じ、「岡山県精神科医療センター」、「東古松サンクト診療所」に区分しております。

その他営業収益

区　　分

医業収益

運営費負担金収益

資産見返負債戻入

受託収入

医業費用

一般管理費

その他営業外収益

その他営業外費用

運営費負担金収益

財務費用
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（１３）医業費用及び一般管理費の明細
（単位：円）

医業費用
給与費

給料 946,883,906

手当 457,832,848

賞与 267,430,714

賞与引当金繰入額 120,453,696

賃金 85,864,514

報酬 883,540

退職給付費用 57,417,918

法定福利費 345,519,968 2,282,287,104

材料費
薬品費 205,852,550

診療材料費 34,715,943

たな卸資産減耗費 814,237

給食材料費 69,768,465 311,151,195

減価償却費
建物減価償却費 175,865,861

構築物減価償却費 609,052

車両運搬具減価償却費 1,441,444

工具器具備品減価償却費 42,848,803

無形固定資産減価償却費 24,240,576 245,005,736

経費
委託料 267,197,340

賃借料 39,936,550

報償費 5,093,051

修繕費 38,601,774

燃料費 1,524,926

保険料 3,061,244

地代家賃 3,519,600

厚生福利費 8,815,679

旅費交通費 8,075,091

職員被服費 2,909,590

通信運搬費 55,539,631

会議費 892,271

図書費 1,157,247

印刷製本費 4,287,462

消耗品費 22,773,002

消耗備品費 17,530,670

光熱水費 127,481,967

諸会費 3,068,668

租税公課 1,330,306

貸倒引当金繰入額 2,226,737

雑費 14,428,324 629,451,130

研究研修費
研究材料費 563,360

消耗品費 7,764

消耗備品費 66,096

謝金 759,104

図書費 3,288,462

旅費 12,271,332

委託料 432,000

研究雑費 5,570,080 22,958,198

医業費用合計 3,490,853,363

科  目 金　額

 18



（単位：円）

一般管理費
給与費

給料 54,054,185

手当 20,015,629

賞与 9,263,321

賞与引当金繰入額 4,564,556

賃金 36,509,313

役員報酬 31,007,960

報酬 3,456,485

退職給付費用 4,855,876

法定福利費 17,459,913 181,187,238

減価償却費
建物減価償却費 9,896,094

構築物減価償却費 8,553,355

工具器具備品減価償却費 3,435,325

無形固定資産減価償却費 860,706 22,745,480

経費
委託料 58,942,080

賃借料 1,259,332

修繕費 5,789,836

保険料 1,373,700

厚生福利費 116,200

旅費交通費 2,897,712

職員被服費 153,393

通信運搬費 343,156

交際費 76,340

会議費 149,367

印刷製本費 282,499

消耗品費 3,183,507

図書費 563,622

諸会費 52,400

租税公課 4,110,694

雑費 7,740,404 87,034,242

一般管理費合計 290,966,960

科  目 金　額
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（１４）上記以外の主な資産、負債、費用及び収益の明細

（現金及び預金の内訳） （単位：円）

現金 4,427,079

普通預金 897,966,715

合計 902,393,794

（医業未収金） （単位：円）

入院未収金 434,502,694 うち診療報酬分（公費負担）　404,460,326円

外来未収金 106,651,776 うち診療報酬分（公費負担）  105,392,046円

その他未収金 13,872,972

合計 555,027,442

（未払金） （単位：円）

人件費（退職手当等） 46,053,205

材料購入による未払金 20,151,662

その他 91,604,459

合計 157,809,326

区　　分 期末残高 備　　考

期末残高区　　分 備　　考

区　　分 期末残高 備　　考
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